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大
だ

い
ぼ

う
け

ん

冒

険
の
はじまりだー！



い
り
ま
す
。

　

当
然
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
施
策
の

推
進
に
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
、
町
議
会
、

そ
し
て
行
政
が
手
を
取
り
合
い
、
知
恵

を
出
し
合
う
共
創
こ
そ
が
、
白
鷹
の
未

来
を
切
り
拓
く
力
に
な
る
と
確
信
し
て

い
ま
す
。
ま
ず
は
、
私
の
考
え
を
お
伝

え
し
つ
つ
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
思
い
を

お
聞
き
し
、
意
見
交
換
の
で
き
る
場
を

も
た
せ
て
い
た
だ
き
、
と
も
に
施
策
を

つ
く
り
上
げ
て
い
く
よ
う
な
取
組
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

改
め
ま
し
て
、
常
に
現
場
と
の
対
話

を
原
点
に
、
町
民
本
位
の
幸
福
を
希
求

し
、
全
力
で
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
い
た

す
所
存
で
あ
り
、
そ
の
責
任
の
重
さ
を

胸
に
、
誠
実
に
町
政
運
営
に
邁
進
す
る

決
意
で
あ
り
ま
す
の
で
、
さ
ら
な
る
町

民
の
皆
さ
ま
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
こ
と
を
お
願
い
し
、
就
任
の
ご

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

白
鷹
町
長
　

田
宮
　
修

白鷹町長選挙

田宮　修氏が無投票で初当選

　

佐
藤
誠
七
前
町
長
が
体
調
不
良
に
よ

り
辞
職
し
た
こ
と
に
伴
う
白
鷹
町
長
選

挙
は
、
３
月
17
日
に
告
示
さ
れ
、
新

人
・
無
所
属
で
前
副
町
長
の
田
宮
修
氏

（
59
歳
・
十
王
）
以
外
に
立
候
補
の
届

け
出
が
な
か
っ
た
た
め
、
無
投
票
で
当

選
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。
３
月
22
日
に

白
鷹
町
長
と
し
て
の
任
期
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　

田
宮
新
町
長
は
、
本
町
出
身
で
日
本

体
育
大
学
を
卒
業
後
、
平
成
元
年
に
入

庁
さ
れ
、
会
計
管
理
者
、
教
育
委
員
会

教
育
次
長
を
歴
任
し
、
令
和
４
年
度
か

ら
副
町
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

23
日
に
は
、
中
央
公
民
館
大
会
議
室

に
て
当
選
証
書
付
与
式
が
行
わ
れ
、
菅

原
隆
男
町
議
会
議
長
な
ど
が
参
列
す
る

中
、
当
選
し
た
田
宮
新
町
長
へ
小
川
浩

美
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
よ
り
当
選

証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

田宮町政、始動。

３月 23 日、初登庁の様子

 

　
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　

こ
の
た
び
の
町
長
選
挙
に
お
き
ま
し

て
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
信
任

を
賜
り
、
町
政
の
重
責
を
担
わ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
も
と
よ
り
微
力

で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
信
頼
と
期
待
に
応
え
る
た
め
、

佐
藤
前
町
長
が
進
め
て
こ
ら
れ
た
ま
ち

づ
く
り
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
新
た
な
決

意
と
情
熱
を
も
っ
て
、
町
政
を
前
に
進

め
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

私
は
、「
未
来
へ
つ
な
ぐ
！
共
創
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
理
念
に
掲
げ
、
現
場
と

の
対
話
を
大
事
に
し
な
が
ら
、「
町
民
一

人
ひ
と
り
が
幸
せ
を
実
感
し
、
未
来
に

希
望
が
持
て
る
町
づ
く
り
」
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
本
町
に
は
、
最
重

要
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
対
策
を
は
じ

め
、
人
材
の
育
成
、
産
業
の
振
興
、
生

活
基
盤
の
整
備
、
移
住
定
住
の
施
策
等
、

継
続
し
て
取
り
組
む
べ
き
多
岐
に
わ
た

る
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　

主
な
具
体
的
取
組
と
し
て
は
、
長
年

の
課
題
で
あ
る
国
道
３
４
８
号
の
再
整

備
、
雇
用
確
保
と
所
得
向
上
に
向
け
た

６
次
産
業
化
の
推
進
、
子
育
て
・
若
者

世
帯
向
け
住
宅
を
は
じ
め
と
す
る
住
環

境
整
備
、
子
ど
も
た
ち
の
将
来
を
見
据

え
た
学
校
教
育
の
環
境
づ
く
り
な
ど
が

あ
り
、
一
つ
ず
つ
着
実
に
実
践
し
て
ま
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佐
藤
誠
七
町
長
は
、
昨
年
10
月
29
日

に
急
病
に
よ
り
入
院
し
、
復
帰
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
現
在
の
体
調
を

考
え
る
と
町
長
職
の
重
責
を
担
う
こ
と

は
困
難
と
の
思
い
に
至
り
、
２
月
28
日

を
も
っ
て
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
藤
町
長
は
、
平
成
20
年
10
月
に
町

長
に
就
任
し
、
以
来
17
年
４
カ
月
に
わ

た
り
、
町
政
の
か
じ
取
り
役
を
担
わ
れ

ま
し
た
。
就
任
後
策
定
し
た
第
５
次
総

合
計
画
で
は
、「
共
創
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
理
念
と
し
て
掲
げ
、
こ
れ
ま
で
一
貫

し
て
推
進
さ
れ
、
多
様
な
施
策
に
取
り

組
ま
れ
ま
し
た
。

　

人
づ
く
り
の
分
野
で
は
、
県
内
の
他

市
町
村
に
先
駆
け
保
育
料
や
医
療
費
の

無
償
化
を
行
い
、
妊
娠
か
ら
出
産
、
子

育
て
ま
で
の
切
れ
目
な
い
支
援
、
鷹
山

小
学
校
の
荒
砥
小
学
校
へ
の
統
合
、
白

鷹
中
学
校
創
立
な
ど
に
取
り
組
ま
れ
、

産
業
・
経
済
の
分
野
で
は
、
町
産
の
杉

材
を
最
大
限
に
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

複
合
施
設
を
は
じ
め
と
す
る
公
共
施
設

の
木
造
化
や
、
森
林
境
界
の
明
確
化
、

企
業
の
設
備
投
資
や
新
規
就
農
者
へ
の

支
援
、「
日
本
の
紅
を
つ
く
る
町
」
に
代

表
さ
れ
る
白
鷹
ら
し
い
資
源
の
活
用
促

進
な
ど
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
力
の
分
野
で
は
、
各
地

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
設
置
や

災
害
を
教
訓
と
し
た
防
災
機
能
の
拡
充
、

消
防
団
組
織
の
強
化
、
町
民
の
長
年
の

悲
願
で
あ
っ
た
「
白
鷹
大
橋
」
の
整
備

な
ど
を
実
現
さ
れ
た
ほ
か
、
若
者
世
帯

へ
の
ア
パ
ー
ト
供
給
・
住
宅
取
得
へ
の

支
援
や
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
立
ち
上
げ
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
集
落
支
援
員
な

ど
の
設
置
、
町
出
身
者
や
縁
の
あ
る
市

町
と
の
良
好
な
関
係
構
築
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
取
組
は
、
佐
藤
町
長
の

徹
底
し
た
現
場
主
義
に
よ
る
強
い
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
と
、
国
と
の
強
固
な
関
係

性
に
基
づ
く
行
動
力
に
よ
り
推
進
さ
れ
、

町
民
の
皆
さ
ま
に
対
し
て
も
町
の
あ
る

べ
き
姿
を
明
確
に
示
し
町
政
運
営
を
進

め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
に
向
け
て
も
、
新
た
な
課
題
へ

の
取
組
を
進
め
よ
う
と
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
こ
の
た
び
の
退
任
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
リ
ハ
ビ
リ
に
専
念
い

た
だ
き
、
一
日
も
早
い
回
復
を
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。

町発展のために尽力　　佐藤誠七町長が退任

《佐藤誠七町政の歩み》

年 月 主な出来事

平成 20 年 10 月 初当選、１期目スタート

平成 21 年 10 月
デマンドタクシー全町で運行開始
文化交流センター「あゆーむ」オープン

平成 22 年

４月
第５次総合計画スタート
医療費の無償化 15 歳まで拡大

10 月 白鷹町産業フェアを初開催

12 月 白鷹町産業センターオープン

平成 23 年 ４月 白鷹人育成事業を開始

平成 24 年

３月
旧中山小学校に特別養護老人ホーム
「マイスカイ中山」開所

９月 東陽グラウンドの人工芝化

10 月 ２期目スタート

平成 25 年 ４月
さくらの保育園、子育て支援センター
「にこぽーと」オープン
第３子以降の保育料無償化

平成 26 年 10 月『白鷹町史・現代編』刊行

平成 27 年 ４月
第５次総合計画後期基本計画スタート
白鷹中学校が開校
地区公民館のコミュニティセンター化

平成 28 年
４月 医療費の無償化 18 歳まで拡大

７月
３期目スタート
新入学児童ランドセル贈呈事業の開始

年 月 主な出来事

平成 29 年
４月 ソフトボール場・野球場の改修工事竣工

５月 「しらたか木育宣言」積み木贈呈開始

平成 30 年
６月 米沢市と置賜２市５町で置賜定住自立圏形成協定締結

７月
日本の紅をつくる町推進拠点施設
「山峡紅の里」オープン

令和元年 ５月 まちづくり複合施設オープン

令和２年

４月 第６次総合計画スタート

10 月
４期目スタート
まちづくり複合施設が木材利用優良施設
コンクール最優秀賞「内閣総理大臣賞」受賞

12 月 新荒砥橋「白鷹大橋」開通

令和３年 ４月
小中学校でGIGA スクール構想
タブレット端末 1人 1台活用スタート

令和４年 ４月 歴史民俗資料館「あゆみしる」オープン

令和５年 ４月
児童発達支援センター「にこっと」開設
鷹山地区拠点施設「白鷹の杜たかやま」オープン

令和６年
３月 「しらたかマルチワーク事業協同組合」設立

10 月 ５期目スタート

令和７年

３月 佐藤文隆氏を名誉町民へ推挙

４月 第６次総合計画後期基本計画スタート

12 月 健康福祉センターリニューアルオープン
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施
策
の
柱
「
産
業
・
経
済
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
域
の
特
色
を
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
し
、
魅
力
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

産
地
の
形
成
に
向

け
、
需
要
に
応
じ
た
生
産
へ
の
支
援
を
関

係
機
関
と
連
携
し
進
め
る
と
と
も
に
、
基

盤
整
備
に
取
り
組
む
な
ど
、
農
村
地
域
の

振
興
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

効
率
的
な
森
林
境

　
　
　
　
　
　
　
　
　

界
明
確
化
、
森
林

　
　
　
　
　
　
　
　
　

資
源
の
把
握
等
を

進
め
る
と
と
も
に
、
路
網
整
備
に
も
取
り

組
み
ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
対
策
と
し
て
、
ク
マ
の
市
街

地
出
没
等
に
対
し
て
地
域
お
よ
び
関
係
機

関
と
緊
密
な
連
携
を
図
り
対
応
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

企
業
立
地
お
よ
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　

設
備
投
資
に
伴
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　

雇
用
の
創
出
を
図

る
た
め
、
用
地
造
成
に
向
け
た
準
備
、
立

地
ニ
ー
ズ
調
査
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
持
続
可
能
な
観
光
事
業
の
確
立

へ
向
け
「
地
域
循
環
型
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
の
推
進
に
引
き
続
き
取
り
組
み

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
紅
花
生
産
量
日
本
一
の
継
続

と
、
紅
花
文
化
の
伝
承
、
情
報
発
信
を
行

い
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
ま
す
。

地
域
の
担
い
手

　
　
　
の
育
成

当初予算当初予算のの概要概要
令和８年令和８年度度

施
策
の
柱
「
人
づ
く
り
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
こ
ど
も
家
庭
セ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ン
タ
ー
」
を
中
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
関
係
機
関
と
の

協
力
を
一
層
進
め
、
安
心
し
て
出
産
、
子

育
て
が
で
き
る
相
談
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
保
育
料
無
償
化
や
出
生
祝
金
交

付
の
継
続
に
加
え
、
新
た
に
「
乳
児
等
通

園
支
援
事
業
」
や
「
産
婦
人
科
・
小
児
科

オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

個
別
最
適
か
つ
創

　
　
　
　
　
　
　
　
　

造
性
を
育
む
学
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
教
育
環
境
の
改
善
と
し
て
白
鷹

中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
排
水
対
策
な
ど
施
設

の
維
持
修
繕
等
や
、
新
た
に
国
の
交
付
金

を
活
用
し
、
小
学
校
給
食
費
の
無
償
化
を

実
施
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

担
い
手
不
足
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
応
と
移
住
希
望

　
　
　
　
　
　
　
　
　

者
の
受
け
皿
と
な

る
地
域
人
材
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
の
運
営
を

引
き
続
き
支
援
し
ま
す
。

　

荒
砥
高
等
学
校
支
援
関
連
は
、
生
徒
数

の
確
保
を
最
重
要
課
題
と
し
て
捉
え
、
一

人
一
人
の
学
力
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
学

習
指
導
や
基
礎
学
力
の
向
上
へ
の
支
援
な

ど
を
継
続
し
ま
す
。

農
業
の
振
興

教
育
の
充
実

子
育
て
し
や
す
い

     

　 

環
境
づ
く
り

林
業
の
成
長
産
業
化

と
有
害
鳥
獣
対
策

－ 人、そして地域がつながり　輝き続ける　潤いのまち －

　第６次総合計画後期基本計画の２年目となる令和８年度は、人と人との「つながり」が生み出す共創

のまちづくりの理念の下、「人への投資」をはじめとした持続可能な人口対策等の主要施策や、各分野

におけるＤＸ・ＧＸへの対応、新たな雇用の場の創出に向けた取組、インフラ老朽化の対応を含む防災・

減災の強化など、活力ある多様な地域社会を実現し、未来に「つながる」施策を展開していく観点から

予算を編成しました。

地
域
産
業
の

　
　
　   

振
興
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特集・令和８年度当初予算案の概要と予算

大人も、子どもも、

　　“ ここで暮らし続けたい”

　　　　　　　　　と思える町へ。

施
策
の
柱
「
地
域
力
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
た
な
防
災
気
象

　
　
　
　
　
　
　
　
　

情
報
の
運
用
を
踏

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
え
、
最
新
の
浸

水
想
定
や
土
砂
災
害
警
戒
区
域
を
反
映
し

た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
更
新
を
行
い
、
必

要
か
つ
分
か
り
や
す
い
避
難
情
報
の
提
供

に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
防
災
の
要
で
あ
る
消
防
団

を
支
え
る
地
域
へ
の
支
援
を
継
続
す
る
と

と
も
に
、
防
災
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
図
り
、

地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
域
へ
の
交
付
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　

等
に
よ
る
活
動
支

　
　
　
　
　
　
　
　
　

援
や
、
分
館
整
備

へ
の
支
援
を
継
続
し
て
行
う
と
と
も
に
、

集
落
の
維
持
・
活
性
化
に
向
け
た
支
援
と

し
て
、
集
落
支
援
員
お
よ
び
地
域
お
こ
し

協
力
隊
を
引
き
続
き
配
置
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

再
生
可
能
エ
ネ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ギ
ー
設
備
導
入
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
す
る
助
成
や
、

断
熱
性
能
等
が
高
い
住
宅
新
築
へ
の
支
援

を
継
続
実
施
す
る
と
と
も
に
、
ご
み
の
減

量
化
や
再
資
源
化
、
再
利
用
化
に
向
け
た

普
及
啓
発
に
努
め
ま
す
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る 

 

　
　
　
ま
ち
づ
く
り

特
性
を
生
か
し
た

　
　
そ
れ
ぞ
れ
の

　
　
地
域
づ
く
り

持
続
可
能
な

循
環
資
源
の
利
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
路
交
通
網
の
整

　
　
　
　
　
　
　
　
　

備
と
し
て
、
国
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　

所
管
の
道
路
交
通

網
の
事
業
推
進
に
向
け
た
要
望
活
動
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
町
道
お
よ
び
橋
梁
の

長
寿
命
化
、
危
険
な
形
状
の
交
差
点
等
の

改
良
工
事
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

水
道
事
業
は
、
施
設
の
長
寿
命
化
や
管

路
の
耐
震
化
を
図
る
と
と
も
に
、
計
画
的

か
つ
効
率
的
な
整
備
お
よ
び
維
持
管
理
を

推
進
し
ま
す
。
下
水
道
事
業
は
、
水
洗
化

率
の
向
上
と
投
資
の
効
率
化
を
図
り
、
維

持
管
理
費
の
削
減
に
努
め
、
経
営
の
健
全

化
を
推
進
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

健
康
福
祉
セ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　

タ
ー
を
活
用
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　

フ
レ
イ
ル
予
防
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
新
た
に
実
施
す
る
ほ
か
、
移

動
支
援
、
介
護
人
材
確
保
支
援
な
ど
を
継

続
す
る
と
と
も
に
、健
康
づ
く
り
事
業「
し

ら
た
か
健
紅
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ポ
イ
ン
ト
事

業
」
の
普
及
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
よ

り
効
果
的
な
仕
組
み
へ
の
深
化
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

町
立
病
院
は
、
医
師
の
増
員
や
医
療
従

事
者
の
確
保
に
よ
る
安
定
的
な
サ
ー
ビ
ス

提
供
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、「
第
２
期

健
康
と
福
祉
の
里
構
想
」
に
基
づ
き
再
整

備
を
進
め
ま
す
。

保
健
・
医
療

 

・
福
祉
の
充
実

施
策
の
柱
「
定
住
化
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

住
宅
施
策
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

子
育
て
・
若
者
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　

帯
の
住
宅
取
得
等

に
対
す
る
支
援
を
継
続
し
て
行
う
と
と
も

に
、
空
き
家
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引

き
続
き
所
有
者
等
へ
の
適
正
管
理
の
働
き

か
け
や
、
危
険
空
き
家
等
解
体
に
対
す
る

助
成
の
拡
充
を
行
う
な
ど
、
総
合
的
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

充
実
し
た
移
住
支

　
　
　
　
　
　
　
　
　

援
策
の
継
続
と
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
に
、
保
育
料
完

全
無
償
化
を
は
じ
め
と
し
た
手
厚
い
子
育

て
支
援
施
策
の
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
を
行
う
こ

と
で
移
住
者
の
確
保
に
継
続
し
て
取
り
組

み
ま
す
。

　

ま
た
、
関
係
人
口
の
拡
大
に
向
け
て
、

国
の
「
ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制
度
」
の
活

用
に
向
け
た
取
組
を
進
め
る
と
と
も
に
、

外
国
人
材
の
暮
ら
し
や
す
い
環
境
整
備
を

図
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
首
都
圏
白
鷹
会
等
へ
の
継
続

し
た
支
援
の
ほ
か
、
各
協
定
を
締
結
し
て

い
る
な
ど
縁
の
あ
る
自
治
体
と
の
交
流
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

良
好
な
住
環
境

　
　
　
の
確
保

新
た
な
人
の

　
流
れ
の
形
成

定
住
条
件
の

　
　 

　  

充
実

行
財
政
改
革
の
推
進

　

第
７
次
行
財
政
改
革
大
綱
に
基
づ
く
行

動
計
画
に
よ
り
行
財
政
改
革
を
推
進
し
、

職
員
の
人
材
育
成
や
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
等

の
活
用
を
図
り
、
行
政
事
務
の
効
率
化
を

推
進
し
ま
す
。

　

加
え
て
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
お
け
る
税

証
明
書
の
追
加
な
ど
に
よ
り
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
利
便
性
向
上
を
図
る
こ
と
で
、
よ
り

質
の
高
い
効
率
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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□各会計予算を前年度と比較すると　　　　　　　　　

会　　計　　名 令和８年度予算額（Ａ） 令和７年度予算額（Ｂ）
比　　較

（Ａ）－（Ｂ） 伸　率

一 般 会 計 94億 3,000万円 99億 4,000万円 ▲ 5 億 1,000万円 ▲ 5.1％
特
別
会
計

十 王 財 産 区 113万円 91万円 22万円 24.3％
国民健康保険 13億 774万円 13億 6,770万円 ▲ 5,996万円 ▲ 4.4％
介 護 保 険 16億 9,830万円 16億 9,580万円 250万円 0.1％
後期高齢者医療 2億 4,713万円 2億 795万円 3,918万円 18.8％

事
業
会
計

水　道
収益的支出 3億 1,721万円 2億 8,790万円 2,931万円 10.2％
資本的支出 2億 9,940万円 3億 9,691万円 ▲ 9,751万円 ▲ 24.6％

下水道
収益的支出 6億 124万円 6億 1,237万円 ▲ 1,113万円 ▲ 1.8％
資本的支出 2億 5,295万円 3億 7,732万円 ▲ 1億 2,437万円 ▲ 33.0％

病　院
収益的支出 13億 2,109万円 12億 6,196万円 5,913万円 4.7％
資本的支出 6億 1,159万円 8億 6,434万円 ▲ 2億 5,275万円 ▲ 29.2％

合　　計 160億 8,779万円 170億 1,315万円 ▲ 9億 2,536万円 ▲ 5.4％
「▲」＝減少 /万円未満は四捨五入を行っていることから内訳と合計は必ずしも一致しません。

まちの予算

歳出

予算

その他 
10.3％

９億7,373万円

補助費等 
19.5％

18億3,988万円

物件費 
16.5％

15億5,239万円

公債費 
13.1％

12億3,158万円

扶助費 
14.2％

13億4,182万円

人件費
 15.2％

14億3,481万円

維持補修費
 2.0％

1億8,652万円

投資的経費 
9.2％

8億6,927万円

●その他内訳

積立金 1億418万円

投資および出資金、貸付金

　      1億6,683万円

繰出金 6億7,272万円

予備費 3,000万円 

歳入

予算

県支出金 
7.7％

7億2,443万円

●町税内訳

町民税 5億2,240万円

固定資産税 5億3,342万円

軽自動車税 5,372万円

たばこ税 6,038万円

入湯税 254万円

都市計画税 19万円

国庫支出金 
10.1％

9億5,346万円

町債 
8.2％

7億7,340万円

地方交付税 
42.7％

40億3,000万円

その他
（自主財源）
12.8％

12億763万円

町税
 12.4％

11億7,265万円

●その他（依存財源）内訳　

地方譲与税 1億1,489万円

利子割交付金 360万円

配当割交付金 610万円

株式等譲渡所得割交付金 700万円

法人事業税交付金 1,690万円

地方消費税交付金 3億9,012万円

地方特例交付金 2,832万円

　うち個人住民税減収補填特例交付

　（住宅借入金等特別税額控除分）872万円
　うち地方揮発油譲与税減収補填特例交付金　320万円
　うち自動車税減収補填特例交付金　1,240万円
　うち軽自動車税減収補填特例交付金　370万円
　うち新型コロナウイルス感染症対策

　 地方税減収補填特別交付金 　30万円

交通安全対策等別交付金 150万円

その他（依存財源）
6.1％

5億6,843万円

●地方交付税の内訳

●その他（自主財源）内訳

分担金および負担金 1,737万円

使用料および手数料 4,174万円

財産収入 880万円

寄附金 1億円

繰入金 5億1,870万円

繰越金 3億円

諸収入 2億2,102万円

●投資的経費の内訳

令和８年度の一般会計は

総額94億3,000万円
　　　　　　　　 （前年度比 5.1％減）

町民一人あたりでみると

78万 6,358円
※令和８年３月１日時点の

　白鷹町の住民基本台帳人口 11,992人

義

務
的

経
費

費

経
的

意
任

自主
財
源

源
財

存
依

普通建設事業費

8億6,634万円

災害復旧事業費

293万円

普通交付税

36億円

特別交付税

4億3,000万円
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　令和８年度の主な事業概要

令和８年度当初予算案の概要と予算

議会費
　　　9,491万円（前年度比 ＋1.0％）

→町民一人あたり7,914円　　

議会ペーパーレス会議システム事業 233万円

総務費
　13億4,189万円（前年度比 ▲4.0％）

→町民一人あたり11万1,899円　　

公共施設等総合管理計画改定事業 165万円

フラワー長井線対策費 1,991万円

広域連携による関係人口・移住者創出事業 1,000万円

女性・子育て世代・若者のくらしとしごとブランディング事業 2,000万円

東根地区コミュニティセンター改修事業 1,810万円

地区コミュニティセンター費 1億2,845万円

民生費
　23億2,315万円（前年度比 ＋1.6％）　　

→町民一人あたり19万3,725円　　

子育て支援・健康応援推進事業 1,123万円

障害児福祉サービス給付事業 8,042万円

通いの場への移動支援事業 180万円

しらたか元気っ子事業 3,111万円

白鷹っ子養育事業（出生祝金等給付） 515万円

保育料等無償化事業（保育料および副食費の無償化） 5,232万円

衛生費
　9億1,868万円（前年度比 ＋4.2％）

→町民一人あたり7万6,608円　　

ニコニコマタニティライフ応援事業 150万円

不育・不妊治療費助成事業 250万円

妊婦のための支援給付・妊婦等包括相談支援事業 567万円

こども家庭センター運営事業（産婦人科・小児科オンライン相談等） 1,101万円

再生可能エネルギー推進事業 200万円

省エネ住宅促進事業 150万円

労働費
　　  2,886万円（前年度比 ＋0.3％）

　　　　　→町民一人あたり2,407円
人材確保対策事業 131万円

農林水
産業費

　5億4,979万円（前年度比 ▲17.8％）

→町民一人あたり4万5,846円　　

園芸やまがた産地発展サポート事業 399万円

さくらんぼ結実確保緊急支援事業 8万円

農業競争力強化農地整備事業 (浅立本田地区 ) 464万円

森林・林業再生事業 1,793万円

有害鳥獣対策事業 626万円

森林資源デジタル管理推進対策事業 517万円

商工費
　5億6,926万円（前年度比 ＋14.0％）

→町民一人あたり4万7,470円　　

観光４シーズン推進事業 1,381万円

日本の紅（あか）をつくる町推進事業 640万円

地域循環型白鷹ウェルネスツーリズム推進事業 2,010万円

企業立地促進事業 3,000万円

創業支援事業 160万円

企業立地環境整備事業 6,001万円

土木費
　9億4,205万円（前年度比 ▲10.7％）

→町民一人あたり7万8,557円　　

町道消雪施設整備事業 4,800万円

一本松線道路改良事業 4,600万円

滝野萩野線道路改良事業 1億4,050万円

子育て・若者世帯住宅取得支援事業 1,510万円

空き家対策事業（空き家等解体補助金等） 901万円

新たな住宅セーフティネット事業 470万円

消防費
　5億608万円（前年度比 ▲8.6％）

→町民一人あたり4万2,201円　　

消防ポンプ自動車購入事業 2,587万円

防火水槽新設事業 2,800万円

地域づくり推進交付金（防災対応に係る地域支援等） 989万円

ハザードマップ作成委託 575万円

教育費
　8億7,800万円（前年度比 ▲25.1％）

→町民一人あたり7万3,215円　　

荒砥高等学校魅力化推進事業 1,737万円

青少年国際交流事業（白鷹人育成事業） 847万円

情報教育推進事業 2,679万円

小学校施設改修事業 846万円

中学校グラウンド排水対策事業 1億2,347万円

学校給食費支援事業 4,904万円

公債費
　12億3,158万円（前年度比 ▲1.5％）

→町民一人あたり10万2,700円　　

その他
　　　4,575万円（前年度比 ▲13.4％）

→町民一人あたり3,815円　　

災害復旧費 1,505万円

諸支出金 70万円

予備費 3,000万円

　
主な令和７年度明許繰越事業
（３月議会定例会上限設定額）

●畜産飼料価格高騰緊急支援事業　　　1,230 万円

●食料品等物価高騰対策事業

　（物価高騰対応分）　　　　　　  1億 2,519 万円

●賃金引上げ支援事業

　（物価高騰対応分）　　　　　　　  　1,600 万円

●中学校グラウンド排水対策事業    　6,000 万円

●滝野萩野線道路改良事業　　　　   　3,144 万円

●子育て支援および若者定住促進

　住宅整備事業　　　　　　　　　３億 2,445 万円

●消防用施設等整備事業　　　　　　　4,140 万円

防災力を維持し地域の安全安心を守る防災力を維持し地域の安全安心を守る有害鳥獣対策のさらなる強化を図る有害鳥獣対策のさらなる強化を図る小学校給食費無償化による子育て世帯の負担軽減小学校給食費無償化による子育て世帯の負担軽減子育て環境のさらなる充実を図る子育て環境のさらなる充実を図る
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地方公会計制度財務書類地方公会計制度財務書類（令和６年度）を見てみよう（令和６年度）を見てみよう

●令和６年度の白鷹町の貸借対照表
　　町が持っている資産は全部で 195 億 5,255 万円。資産調達の財源として、将来返済する地方債など

　の負債が 117 億 2,368 万円、これまでの世代が負担した純資産が 78 億 2,886 万円となっています。

　町民一人当たりの金額に換算すると、資産は約 161 万１千円で、負債は約 96 万６千円となっています。

町民一人あたりの資産額

約 161 万 1 千円
（前年比＋１万９千円）

※令和 7年３月 31 日時点の白鷹町の住民基本台帳人口 12,136 人

資産の部（町が保有している資産）

○固定資産

▶事業用資産（庁舎、学校など） 82億4,883万円

▶インフラ資産（道路、公園など） 62億4,673万円

▶その他（特定目的・定額基金など）  24億9,040万円

○流動資産

▶現金預金 5億8,010万円

▶未収金（税などの現年未納分） 665万円

▶その他（財政調整・減債基金など） 19億7,983万円

資産計 195億5,255万円

純資産の部（これまでの世代の負担）

○純資産 78億2,886万円

純資産計 78億2,886万円

負債・純資産計 195億5,255万円

負債の部（将来世代の負担）

○固定負債

▶地方債 94億2,117万円

▶その他（退職手当引当金など） 9億5,117万円

○流動負債

▶１年以内に返済する地方債 11億9,981万円

▶その他（歳計外現金など） 1億5,153万円

負債計 117億2,368万円

町民一人あたりの負債額

約 96 万 6 千円
（前年比▲１万２千円）

令和８年当初予算案の概要と予算

≪ 貸借対照表 ≫

Ｑ＆Ａ
そもそもそもそも

財務書類って何？財務書類って何？
財務書類は、資産や負債などの状況、コストやその財務書類は、資産や負債などの状況、コストやその

財源の状況といった財務状況を、企業会計の考え方財源の状況といった財務状況を、企業会計の考え方

や手法を用いて作成する書類です。財務書類は、貸や手法を用いて作成する書類です。財務書類は、貸

借対照表、行政コスト計算書、純資産変動計算書、借対照表、行政コスト計算書、純資産変動計算書、

資金収支計算書の４つの表で構成されています。資金収支計算書の４つの表で構成されています。

貸借対照表で貸借対照表で
何がわかるの？何がわかるの？

町が現在どれだけの資産町が現在どれだけの資産

を所有し、また、その資を所有し、また、その資

産がどのような財源で賄産がどのような財源で賄

われているか、将来の世われているか、将来の世

代の負担がどれだけある代の負担がどれだけある

かなどがわかります。かなどがわかります。

どうやってどうやって
見るの？見るの？

「資産「資産」」－－「「負債」である純資産負債」である純資産

がマイナスになると、いわゆるがマイナスになると、いわゆる

「債務超過」となり不健全な財「債務超過」となり不健全な財政政

状況であることを意味します。状況であることを意味します。

しかし、本町では資産が負債をしかし、本町では資産が負債を

大きく上回っている（プラスに大きく上回っている（プラスに

なっている）ことから、貸借対なっている）ことから、貸借対

照表上では健全な財政状況で照表上では健全な財政状況で

あるといえます。あるといえます。

※万円未満は四捨五入を行っていることから内訳と合計は必ずしも一致しません。
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まちのニュースＴＯＷＮ ＮＥＷＳ

参
加
者
と
握
手
を
交
わ
す
舩
山
さ
ん

長
年
の
功
績
を
た
た
え
て

舩
山
仁
さ
ん
（
畔
藤
）
が
旭
日
双
光
章
を
受
章

　

舩
山
仁
さ
ん
（
畔
藤
）
が
、

地
方
自
治
の
発
展
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
た
こ
と
か
ら
令

和
７
年
秋
の
叙
勲
で
旭
日
双

光
章
（
地
方
自
治
功
労
）
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を

祝
し
て
、
２
月
15
日
、
パ
レ

ス
松
風
に
お
い
て
受
章
祝
賀

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

舩
山
さ
ん
は
昭
和
62
年
、

当
時
36
歳
の
若
さ
で
町
議
会

議
員
に
初
当
選
し
、
以
降
６

期
24
年
間
に
わ
た
り
地
方
自

治
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上

に
尽
力
さ
れ
、
平
成
11
年
か

ら
の
４
年
間
は
副
議
長
、
平

成
19
年
か
ら
の
４
年
間
は
議

長
と
い
う
重
責
を
担
い
、
公

平
公
正
な
議
会
運
営
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
受
章
、
誠
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

謝
辞
を
述
べ
る
岡
田
さ
ん

教
育
へ
の
功
績
を
た
た
え
て

岡
田
勉
さ
ん
（
浅
立
）
が
瑞
宝
双
光
章
を
受
章

　

岡
田
勉
さ
ん
（
浅
立
）
が
、

地
域
の
教
育
の
充
実
・
発
展

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
こ

と
か
ら
令
和
７
年
秋
の
叙
勲

で
瑞
宝
双
光
章（
教
育
功
労
）

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

を
祝
し
て
、
２
月
23
日
、
パ

レ
ス
松
風
に
お
い
て
受
章
祝

賀
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

岡
田
さ
ん
は
長
井
南
中
学

校
の
ほ
か
、
飯
豊
、
小
国
の

両
中
学
校
と
旧
中
津
川
小
中

学
校
で
校
長
を
歴
任
さ
れ
た

あ
と
、
平
成
21
年
度
か
ら
７

年
間
に
わ
た
り
白
鷹
町
教
育

長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

退
任
後
は
、
白
鷹
高
等
専

修
学
校
の
理
事
長
と
し
て
学

校
運
営
に
携
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
受
章
、
誠
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

全
国
大
会
出
場
の
栄
光
を
た
た
え

白
鷹
町
成
績
優
秀
者
激
励
金
の
交
付

　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
お
い
て
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
全
国
大
会
へ

出
場
す
る
方
々
に
、
町
よ
り
激
励
金
を
交
付
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
な
る
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
ま
す
。

氏　名

（出場時の所属）
大　会　名　等

渋谷　晃生さん

(米沢中央高２年 )
第 48 回全国高等学校柔道選手権大会

小関　愛花さん

(山形中央高２年 )

熊坂　雪花さん

（九里学園高２年）
第 10 回全日本ジュニアスキー技術選手権大会

しらたか剣士会

文部科学大臣杯第 67 回全国選抜少年剣道大会

後藤　桜雅さん（鮎貝小６年）/芳賀　朔さん（鮎貝小６年）

鈴木　萌音さん（鮎貝小５年）/芳賀　雫さん（荒砥小５年）

佐藤　陽斗さん（蚕桑小３年）

渋谷晃生さん 熊坂雪花さん小関愛花さん 左から後藤さん、芳賀（朔）さん

鈴木さん、芳賀（雫）さん、佐藤さん
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令和令和８８年度白鷹町職員体制年度白鷹町職員体制（（４４月月１１日付 全職員）日付 全職員）

※※太字太字は異動者・職名変更者、（兼は異動者・職名変更者、（兼））は兼務、（併は兼務、（併））は併任、（再は併任、（再））は再任用、は再任用、  　  　は新規採用職員は新規採用職員　　

総　　務　　課

課　

長　
　

長
岡　
　

聡

課
長
補
佐
（
総
務
・
防
災
担
当
）

　
　
　
　
　

梅
津　

友
宏

課
長
補
佐（
財
政
担
当
）

　
　
　
　
　

鈴
木　

秀
昭

総
合
調
整
幹
（
再
）　

菅
間　

直
浩

【
総
務
係
】　　

係
長（
兼
）　

梅
津　

友
宏

主　

査　
　

大
森
絵
梨
子

主　

査　
　

齋
藤　

彩
香

　

主
任　
　

髙
橋　

香
奈

主
事（
併
）  

髙
橋　
　

葵

主　

事　
　

沼
澤　

来
実

【
財
政
係
】　　

係
長（
兼
）　

鈴
木　

秀
昭

主　

任　
　

酒
井　

駿
吾

主　

事　
　

那
須　

未
来

【
防
災
管
財
係
】

係　

長　
　

小
形　
　

守

主　

任　
　

金
田　

竜
也

【
総
務
課
付
】　　
　

［
内
閣
官
房
派
遣
］

課
付
主
任　

芳
賀　

景
祐

［
総
務
省
派
遣
］

課
付
主
事　

迎
田　

俊
峰

［
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣
］

課
付
主
査　

江
口
智
佳
子

［
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
派
遣
］

課
付
主
事　

五
十
嵐　

陸

課　

長　
　

加
藤　

和
芳

課
長
補
佐
（
企
画
・
情
報
担
当
）

　
　
　
　
　

田
中
由
美
子

課
長
補
佐
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
担
当
）

　
　
　
　
　

齋
藤
久
美
子

【
企
画
調
整
係
】

係　

長　
　

金
子　

秀
人

主
任
主
査
（
兼
）　

大
木　

健
一

主　

査　
　

後
藤　

尚
道

【
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
係
】

係
長（
兼
）　

齋
藤
久
美
子

企 画 政 策 課

主　

査　
　

大
津　
　

葵

主　

任　
　

髙
石　

美
咲

主　

任　
　

前
野　

晃
菜

主　

事　
　

大
嶋
恵
利
歌

【
国
保
医
療
係
】

係
長（
兼
）　

髙
橋　

朋
代

主　

査　
　

黒
澤　

淳
子

主　

査　
　

小
川　

詩
乃

主　

事　
　

平　
　

佳
樹

【
く
ら
し
環
境
係
】

係
長（
兼
）　

鈴
木　

秀
一

主
任
主
査　

長
谷
川
清
美

　

主
事　
　

村
井　

熙
明

●
町
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長
（
兼
）  

橋
本　

達
也

セ
ン
タ
ー
次
長（
兼
） 

 

鈴
木　

秀
一

課　

長　
　

永
沢　

照
美

課
長
補
佐（
福
祉
・
地
域
生
活
支
援
担
当
）　

 

　
　
　
　
　
　

菊
地　

る
り

課
長
補
佐（
こ
ど
も
・
健
康
推
進
担
当
）

　
　
　
　
　

棚
村　
　

薫

【
福
祉
係
】　　

係　

長　
　

村
上　

久
美

主　

査　
　

田
代　

裕
美

主　

査　
　

坂　

美
早
紀

主
査（
保
健
師
）（
兼
）　

村
上
る
み
子

主
任
保
健
師（
兼
）　

横
山　
　

駿

【
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
係
】

係　

長　
　

小
関　
　

見

主
任
主
査　

大
滝　

真
実

主
任
主
査（
保
育
士
）　

橋
本
三
千
子

主
査（
保
健
師
）　

大
木　

陽
子

主　

事　
　

土
屋　

魁
人

保
健
師　
　

遠
藤　

愛
美

【
健
康
推
進
係
】

係
長（
兼
）　

棚
村　
　

薫

主
任
主
査（
保
健
師
）　

海
老
名
ま
ゆ
み

主
任
主
査（
保
育
士
）　

高
橋　

和
子

主
査（
保
健
師
）　　

長
谷
部
麻
沙
美

主
査（
保
健
師
）　

奥
村　

柚
果

主　

任　
　

酒
井　

萌
花

管
理
栄
養
士　
　

青
木　

華
花

　

保
健
師　

佐
藤　

夏
美

健　康　福　祉　課 町　民　課

【
地
域
生
活
支
援
係
】

係
長（
兼
）　

菊
地　

る
り

主　

査　
　

五
十
嵐
麻
里
子

主
査
（
保
健
師
）　

村
上
る
み
子

主　

任　
　

鈴
木　
　

悟

主
任
保
健
師　

横
山　
　

駿

主　

事　
　

紺
野　

皓
陽

　

主
事　
　

樋
口　

葉
夏

●
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー　

所
長（
兼
）　

柴
田　

裕
次

次
長（
兼
）　

永
沢　

照
美

●
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー　

セ
ン
タ
ー
長（
兼
） 

永
沢　

照
美

統
括
支
援
員（
兼
）　

橋
本
三
千
子

課　

長　
　

橋
本　

秀
和

農
政
推
進
幹　

鈴
木　

克
仁

課
長
補
佐　
　

平
井　

正
秋

課
長
補
佐（
技
術
担
当
）（
兼
）統
括
検
査
員　

　
　
　
　
　

松
下　

貴
洋

【
農
業
振
興
係
】

係
長（
兼
）　

平
井　

正
秋

主
任
主
査　

板
垣　

未
夏

主　

査　
　

山
口　
　

顕

　

主
事　
　

南
波　

煌
稀

【
農
村
整
備
係
】

係
長（
兼
）　

松
下　

貴
洋

主　

事　
　

守
谷　
　

陸

参
与（
兼
）課
長　

永
野　
　

徹

課
長
補
佐　

高
田　
　

博

【
林
業
振
興
係
】

係　

長　
　

村
上　

博
之

主　

事　
　

増
川　

央
高

【
森
林
整
備
係
】

係　

長　
　

竹
田　

智
洋

技
術
担
当
係
長（
兼
）　
　

松
下　

貴
洋

主　

事　
　

鈴
木
慎
二
郎

業
務
技
術
員（
兼
）　

髙
谷　

剛
司

業
務
技
術
員（
再
）（
兼
）　

　
　
　
　
　

川
村　

宗
一

課　

長　
　

黒
澤　

和
幸

課
長
補
佐　
　

今
野　

友
博

農　政　課 健　康　福　祉　課

主
任
主
査　

大
木　

健
一

主　

査　
　

須
田　
　

瞳

●
デ
ジ
タ
ル
推
進
室

室
長（
兼
）　

田
中
由
美
子

【
情
報
係
】

係
長（
兼
）　

田
中
由
美
子

係
長（
企
画
担
当
）（
兼
）　

金
子　

秀
人

係
長
（
行
革
担
当
）（
兼
）　

梅
津　

友
宏

主
任
主
査
（
兼
）　

大
木　

健
一

主
査（
兼
）　

須
田　
　

瞳

主
査（
兼
）　

齋
藤　

彩
香

主　

任　
　

岩
澤　

惇
平

主
事（
兼
）　

髙
橋　
　

葵　

主　

事　
　

渋
谷　

麻
友　

会
計
管
理
者（
兼
）課
長　

　
　
　
　
　

吉
村　

秀
昭

課
長
補
佐
（
税
務
担
当
）　

竹
田　

美
紀

課
長
補
佐（
出
納
担
当
）　

高
橋　

眞
澄

【
町
民
税
係
】　

係
長　
　
　

菅
間　

伸
子

主
任
主
査　

遠
藤
由
可
理

主
任
主
査　

高
田　

咲
子

主　

事　
　

工
藤
孝
太
朗

【
資
産
税
係
】　

係　

長　
　

布
川　

和
浩

主　

査　
　

金
田　

桂
子

副
主
査（
再
）　

芳
賀　

和
則

　

主
事　
　

菅　
　
　

奏

【
収
納
係
】　　

係
長（
兼
）　

竹
田　

美
紀

主
任
主
査　

小
笠
原
紀
子

【
出
納
係
】　　

係
長（
兼
）　

高
橋　

眞
澄

主　

査　
　

大
塚　

広
子

課　

長　
　

橋
本　

達
也

課
長
補
佐（
く
ら
し
環
境
担
当
）

　
　
　
　
　

鈴
木　

秀
一

課
長
補
佐（
戸
籍
・
国
保
担
当
）

　
　
　
　
　

髙
橋　

朋
代　

【
戸
籍
年
金
係
】

係　

長　
　

菅
原　

美
樹

主
任
主
査　

川
田　

陽
子

税　務　出　納　課町 民 課 企  画  政  策  課

【
商
工
振
興
係
】

係
長（
商
工
・
労
働
担
当
）　

井
澤　

孝
介

係
長
（
地
域
産
業
活
性
化
担
当
）

　
　
　
　
　

小
谷
部　

哲

主　

査　
　

笹
原　

優
子

【
観
光
交
流
係
】

係
長（
兼
）　

今
野　

友
博

森
林
公
園
担
当
係
長　

小
口　

将
太

　

主
任　
　

觀
世　
　

明

主　

事　
　

安
彦　

康
大

主　

事　
　

安
部　

真
優

課　

長　
　

菊
地　
　

智

課
長
補
佐　
　
　

髙
橋　

真
弘

【
管
理
係
】　　

係　

長　
　

高
橋　

綾
子

主　

査　
　

齋
藤
由
加
里

【
土
木
係
】

係　

長　
　

高
橋　
　

司

　

技
師　
　

梅
津　

太
智

【
維
持
係
】　　

係
長（
兼
）検
査
員　

小
関
源
四
郎

主　

任　
　

羽
田　
　

崚

業
務
技
術
員　

髙
谷　

剛
司

業
務
技
術
員（
再
）　
　

川
村　

宗
一

【
都
市
・
住
宅
係
】

係　

長　
　

荒
生　

隼
一

主　

査　
　

小
川　

直
也

技　

師　
　

菅
原　
　

倫

課　

長　
　

髙
橋　

浩
之

上
下
水
道
主
幹（
併
）　

長
岡　
　

聡

課
長
補
佐　

菅
原　

保
文

【
業
務
係
】　

係　

長　
　

鎌
倉　

裕
美

主　

任　
　

宝
澤　

悠
太

【
水
道
工
務
係
】

係
長（
水
道
技
術
管
理
者
）

　
　
　
　
　

小
口　

豊
仁

主　

査　
　

矢
羽
木　

学

【
下
水
道
工
務
係
】

係
長（
兼
）検
査
員　

丹
野　

和
彦

主
査（
技
師
）　

菅　
　

雅
仁

主
任（
兼
）　

宝
澤　

悠
太

建　設　課

町　

長　
　

田
宮　
　

修

教
育
長　
　

迎
田　

浩
昭

新新

新

新新

新新

林　政　課

商　工　観　光　課

新新

新新

上 下 水 道 課

新

新新

新新

商　工
観光課
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主
任
看
護
師　

大
滝　

侑
美

主
任
看
護
師　

舟
越　

由
香

主
任
看
護
師　

永
野　

葉
月

看
護
師　
　

福
田　
　

栞

看
護
師　
　

松
田　

友
美

看
護
師　
　

野
口
こ
の
み

看
護
師　
　

岩
崎　

好
香

　

看
護
師　

海
老
名
幸
恵

　

看
護
師　

伊
藤　

謙
典

　

看
護
師　

中
川　

奈
々

【
事
務
局
】　

事
務
局
長　

片
山　

正
弘

医
療
経
営
幹（
兼
）事
務
局
次
長（
再
）

　
　
　
　
　

渡
部　

町
子

【
総
務
係
】

係　

長　
　

佐
藤　

圭
子

主　

査　
　

新
野
健
太
郎

主
任
社
会
福
祉
士（
兼
） 

　
　
　
　
　

武
田　
　

潤

蚕　

桑　
　

後
藤　

尚
道　

十　

王　
　

平　
　

佳
樹　

滝　

野　
　

岩
澤　

惇
平

萩　

野　
　

小
川　

直
也　

中　

山　
　

大
木　

健
一　

浅　

立　
　

鈴
木　
　

悟

畔　

藤　
　

鈴
木
慎
二
郎

蚕
桑
地
区　

小
笠
原
紀
子

　
　
　
　
　

髙
石　

美
咲

鮎
貝
地
区　

竹
田
雅
紀
子　

　
　
　
　
　

黒
澤　

淳
子

荒
砥
地
区　

鑪　
　

典
子

　
　
　
　
　

安
部　

真
優

十
王
地
区　

五
十
嵐
麻
里
子

　
　
　
　
　

茂
木　

智
美

鷹
山
地
区　

高
橋　

和
子　

　
　
　
　
　

小
川　

詩
乃

東
根
地
区　

田
代　

裕
美　

　
　
　
　
　

笹
原　

優
子

町　立　病　院

主　

事　
　

菅
原　

光
翼

【
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係
】

係
長（
兼
）　

木
口　

祐
里

主　

事　
　

渡
部　
　

凌

主
事（
兼
）　

菅
原　

光
翼

●
中
央
公
民
館

館
長
（
兼
）　

川
部　

茂
樹

【
中
央
公
民
館
庶
務
係
】　

係
長
（
兼
）　

橋
本
こ
ず
え

主
事（
兼
）　

菅
原　

光
翼

【
図
書
館
管
理
係
】

係
長
（
兼
）　

橋
本
こ
ず
え

主
事
（
兼
）　

菅
原　

光
翼

●
学
校
給
食
共
同
調
理
場

所
長
（
兼
）　

川
部　

茂
樹

【
管
理
係
】　　

係
長（
兼
）　

中
川　

拓
也

主
査（
兼
）　

鑪　
　

典
子

●
歴
史
民
俗
資
料
館

館
長（
兼
）　

川
部　

茂
樹

　
　病

院
事
業
管
理
者　

髙
橋
一
二
三

医
療
監　
　

藤
島　
　

丈

院　

長　
　

柴
田　

裕
次

副
院
長　
　

木
村　

真
五

●
診
療
部

【
診
療
科
】　　

内
科
医
長
（
兼
）　

髙
橋
一
二
三

内
科
医
長（
兼
）　

柴
田　

裕
次

外
科
医
長
（
兼
）　

藤
島　
　

丈

外
科
医
長
（
兼
）　

木
村　

真
五

　
整
形
外
科
医
長　

鸖
田　

大
作

内
科
医
師　

須
貝　

彩
子

【
在
宅
支
援
医
療
連
携
室
】

室
長
（
兼
）　

髙
橋
一
二
三

副
室
長（
兼
）　

藤
島　
　

丈

医
師
（
兼
）　

木
村　

真
五

副
看
護
師
長　

奥
山　

咲
子

主
任
社
会
福
祉
士　

武
田　

  

潤

【
訪
問
看
護
室
】

看
護
師
長　

渡
部　

理
恵

看
護
師
長　

遠
藤　

彩
子

主
任
看
護
師　

齋
藤　

綾
香

町　立　病　院 教　育　委　員　会

事
務
局
長　

小
林　
　

裕

事
務
局
長
補
佐
（
併
）　

大
瀧　

勇
祐

【
議
事
係
】　　

  
係
長
（
兼
）　

大
瀧　

勇
祐

主
任
主
査　

竹
田
雅
紀
子

書
記
長（
併
）　

長
岡　
　

聡

書
記
長
補
佐
（
併
）　

梅
津　

友
宏

書
記
長
補
佐
（
併
）  
鈴
木　

秀
昭

書
記（
併
）　

小
形　
　

守

書
記（
併
）　

大
森
絵
梨
子

書
記（
併
）　

齋
藤　

彩
香

書
記（
併
）　

金
田　

竜
也

書
記（
併
）　

酒
井　

駿
吾

書
記（
併
）　

髙
橋　

香
奈　

書　

記　
　

髙
橋　
　

葵

書
記（
併
）　

沼
澤　

来
実

書
記（
併
）　

那
須　

未
来　

事
務
局
長（
併
）　

小
林　
　

裕

事
務
局
長
補
佐　

大
瀧　

勇
祐

係
長（
兼
）　

大
瀧　

勇
祐

主
任
主
査（
併
）　

竹
田
雅
紀
子

事
務
局
長
（
併
）　

橋
本　

秀
和

事
務
局
長
補
佐 

 

大
滝　

敏
広

【
農
地
調
整
係
】

係
長
（
兼
）　

大
滝　

敏
広

主　

査　
　

茂
木　

智
美

教
育
次
長　

川
部　

茂
樹

　

学
校
教
育
主
幹　

新
野　

文
俊

次
長
補
佐　

木
口　

祐
里

副
主
幹（
生
涯
学
習
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
担
当
）

　
　
　
　
　

関　
　

宏
道

　

指
導
主
事　

鈴
木　

美
志

【
学
校
教
育
係
】

係　

長　
　

中
川　

拓
也

主　

査　
　

鑪　
　

典
子

主　

査　
　

飛
鳥
井
史
絵

主　

査　
　

小
形　

峰
樹

主　

事　
　

堀
内　

郁
哉

【
生
涯
学
習
・
文
化
振
興
係
】

係　

長　
　

橋
本
こ
ず
え

監査委員
事務局

●
医
療
技
術
部　
　
　

技
術
主
幹　

大
貫
由
佳
子

【
検
査
科
】　　
　

臨
床
検
査
技
師　

髙
橋　

琴
子

臨
床
検
査
技
師　

髙
橋　

航
平

技
術
副
主
査（
再
）　

加
藤　

裕
之

【
薬
剤
科
】　　
　
　

副
薬
局
長　

熊
谷　

岳
仁

薬
剤
師　
　

秋
葉　

粧
子

【
診
療
放
射
線
科
】　　

主
任
診
療
放
射
線
技
師　

齊
藤　

正
俊

診
療
放
射
線
技
師　

金
谷　

千
紗

【
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
】　

副
室
長　
　

鈴
木　

雅
子

主
任
理
学
療
法
士　

小
平　

英
恵

主
任
作
業
療
法
士　

梅
津　

敏
正

主
任
理
学
療
法
士　

阿
部　

恵
莉

【
栄
養
科
】　　
　
　
　

室　

長　
　

大
貫
由
佳
子

　

管
理
栄
養
士　

宮
城　

真
里

●
看
護
部　

看
護
部
長　

伊
藤
加
代
子

副
看
護
部
長　

副
田　

恵
美

【
外
来
係
】　

看
護
師
長　

平
井　

育
子

看
護
師
長　

平
田　

美
帆

副
看
護
師
長　

齋
藤　
　

恵

副
看
護
師
長　

信
夫　

幸
子

副
看
護
師
長　

佐
藤　

純
平

【
病
棟
係
】　
　

看
護
師
長　

中
野　
　

緑

看
護
師
長　

佐
藤　

朝
美

副
看
護
師
長　

色
摩　

純
子　

副
看
護
師
長　

大
滝
佳
代
子

副
看
護
師
長　

安
彦　

真
紀

副
看
護
師
長　

清
野　

文
恵

副
看
護
師
長　

竹
田
美
喜
子

副
看
護
師
長　

青
木　
　

瞳

副
看
護
師
長　

齋
藤　

麻
唯

副
看
護
師
長　

古
口
絵
里
子

副
看
護
師
長　

佐
藤　

哲
朗

副
看
護
師
長　

大
道
寺
麻
由

副
看
護
師
長　

片
倉　

清
香

主
任
看
護
師　

衣
袋　

隆
文

町　立　病　院

農業委員会
事務局

新 

令
和
８
年
度
採
用
職
員

災害対策本部地区担当職員

町立病院看護師長　児玉　恵美
町立病院看護師　　伊藤　　忍

選挙管理委員会事務局

財産区書記

議会事務局

新野文俊

教育委員会

鈴木美志

教育委員会

觀世　明

商工観光課

髙橋香奈

総務課

樋口葉夏

健康福祉課

村井熙明

町民課

菅　　奏

税務出納課

南波煌稀

農政課

●
退
職
者
［
令
和
８
年
３
月
31
日
付
］

　

教
育
委
員
会
事
務
局
指
導
主
事　
　

寒
河
江　

智

　

教
育
委
員
会
事
務
局
指
導
主
事　
　

小
口　

和
香

　

健
康
福
祉
課
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
係
長　
　

後
藤　

由
香

　

建
設
課
主
査　
　
　
　
　
　

青
木
ひ
ろ
み

　

総
務
課
主
任　
　
　
　
　
　

髙
橋　

裕
東

　

税
務
出
納
課
主
任　
　
　
　

児
玉　

聡
太

　

農
政
課
主
事　
　
　
　
　
　

小
松　

洸
哉

　

町
立
病
院
看
護
師
長　
　
　

鈴
木
万
理
子

　

町
立
病
院
作
業
療
法
士　
　

新
宮
美
菜
子

教 育 委 員 会

新新

梅津太智

建設課

佐藤夏美

健康福祉課

新新新新

新新

新新新新

新新
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病院からのお知らせ

令和８年度　町立病院からのお知らせ
【問い合わせ】☎0238-85-2155

+

Dr
つ
る
た
の

整
形
ひ
と
く
ち
コ
ラ
ム

　

骨
粗そ

し
ょ
う鬆

症
に
つ
い
て
、
皆

さ
ま
は
ど
の
く
ら
い
ご
存
じ

で
す
か
？

　

「
骨
が
ス
カ
ス
カ
に
な
っ

て
、
も
ろ
く
な
る
病
気
で
す

よ
ね
？ 

も
ち
ろ
ん
知
っ
て

い
ま
す
よ
！
」
と
い
う
方
も

多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
で
は

な
ぜ
、
そ
う
な
る
の
で
し
ょ

う
か
？ 

今
回
は
骨
が
ど
の

よ
う
に
で
き
て
、
成
長
、
維

持
さ
れ
、
最
終
的
に
弱
く
な

る
の
か
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

骨
は
、
破
骨
細
胞
に
よ
っ

て
古
い
骨
が
壊
さ
れ
（
骨
吸

収
）
、
骨
芽
細
胞
に
よ
っ
て

新
し
く
骨
が
作
ら
れ
（
骨
形

成
）
、
作
っ
た
り
壊
し
た
り

し
な
が
ら
維
持
さ
れ
て
い
ま

す
。
10
代
ま
で
は
カ
ル
シ
ウ

ム
や
た
ん
白
質
（
コ
ラ
ー
ゲ

ン
）
な
ど
の
栄
養
管
理
、
適

切
な
運
動
、
外
で
日
光
を
あ

び
た
り
な
ど
で
成
長
、
強
化

■ 医師
　管理者兼内科医長　　髙橋一二三　　　　　　医療監兼外科医長　　藤島　　丈

　院長兼内科医長　　　柴田　裕次　　　　　　副院長兼外科医長　　木村　真五

　整形外科医長　　　　鸖田　大作　　　　　　内科医師　　　　　　須貝　彩子

　病院の基本理念「地域住民から信頼される病院」が実現できるよう、職員が一丸となり取り組んでいきます。

　令和８年度は、従来の診療体制に加えて整形外科の充実を図ります。

《整形外科に  鸖
つるた

田大
だいさく

作医師  が着任しました》
　整形外科常勤医師として県立新庄病院より赴任しました鸖田大作です。東京

出身で大学から山形へ来ました。高校まで卓球、大学ではラグビー、卒業後も

野球・ソフトボールとさまざまなスポーツを経験してきました。

　当院では、専門の肩関節疾患をはじめとする整形外科一般診療に加え、学生

のスポーツ選手等を対象に肩・肘スポーツ外来を開設します。30 年近く積み

上げた臨床経験を生かし、町民の皆さまの健康でなおかつ “楽しく動ける”生

活のお役に立てますよう、リハビリやスタッフと協力して頑張っていきたいと

思います。どうぞよろしくお願いします。

■ 病院改修工事が続いています
　安全で快適な医療環境を維持、継続するために改修工事を令和８年度末まで予定しています。ご不便をお

かけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

伊藤　謙典

看護師

海老名幸恵

看護師

宮城　真里

管理栄養士

新 令和８年度採用職員

中川　奈々

看護師
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■外来診療予定【令和８年４月１日～】
月 火 水 木 金

内科
（毎日午前）

髙橋一二三 柴田　裕次
土屋　隼人
（山大医師） 

髙橋一二三
和根崎真大
（山大医師） 

消化器内科
（月曜午後）
【一部予約】

須貝　彩子

呼吸器外来
（第１水曜午後）

【予約制】
髙橋一二三

肝外来
（第３木曜午後）

【予約制】
柴田　裕次

内科（内視鏡）
須貝　彩子

柴田　裕次

牧野　直彦

(山大医師 )
須貝　彩子 柴田　裕次 須貝　彩子

外科
（毎日午前） 

中村　　健

（山大医師）
藤島　　丈 

阿部　昂平

捧　　貴幸

(山大医師)

藤島　　丈 木村　真五

整形外科
（月・火・水・金）

※火曜午後は専門外来
（スポーツ：高校生まで）

※２回目以降の受診は
予約制になります

午
前

鸖田　大作 鸖田　大作

［第1.3.5］

鸖田　大作

［第2.4］

明石　一輝

（山大医師）

［第1.3.5］

鸖田　大作

［第2.4］

入江　克宗

（山大医師）

午
後

［第1.3.5］

鸖田　大作

※完全予約

［第2.4］

鸖田　大作

［第2.4］

鸖田　大作

婦人科
（毎週火・木）

渡邉　憲和

(山大医師)

奥井　陽介

(山大医師)

皮膚科
（毎週木・午後）

新井　陽介

(山大医師)

救急外来
（通常診療以外の
時間および曜日）

　受診前に症状等についてお電話 （☎85-2155）をお願いします。

　※病状により他医療機関の受診をご案内することがあります。

さ
れ
ま
す
。
20
代
に
は
一
段

落
し
、
30
代
後
半
頃
ま
で
ほ

ぼ
そ
の
値
を
維
持
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
特
に
女
性
は
40

歳
く
ら
い
か
ら
徐
々
に
女
性

ホ
ル
モ
ン
が
減
少
し
、
そ
こ

か
ら
閉
経
後
70
代
く
ら
い
ま

で
の
間
に
、
骨
は
勝
手
に
ど

ん
ど
ん
弱
く
な
り
ま
す
。
こ

の
時
期
に
何
が
起
こ
っ
て
い

る
の
か
？ 

骨
形
成
・
骨
吸

収
＝
骨
代
謝
の
回
転
が
非
常

に
高
速
に
な
り
、
さ
ら
に
骨

形
成
よ
り
骨
吸
収
が
上
回
っ

て
い
る
状
態
に
な
る
た
め
、

骨
は
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
、
骨

量
（
骨
密
度
）
が
低
下
し
て

い
く
と
い
う
仕
組
み
で
す
。

こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
閉
経
後
骨

粗
鬆
症
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
す
。

他
に
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
不
足
や

欠
乏
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
次
回
以
降
、

骨
粗
鬆
症
の
タ
イ
プ
判
定
と

必
要
な
検
査
、
治
療
な
ど
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

 

（
整
形
外
科 

鸖
田
大
作
）

★スポーツ外来は、高校生までを対象に第１．３.５火曜日の午後に完全予約制とします。

　詳しくは、病院ホームページをご覧ください。

■ 受付時間
▶ 受付機：8 ： 00～ 11 ： 30（午後診療日は15 ： 30まで）

※消化器、呼吸器、肝外来は12 ： 30～ 15 ： 30

※正面玄関の開錠は、7 ： 30です。

▶ 窓　口：8 ： 00～ 17 ： 00

はじめて受診される方へ
　当院は、他の診療所やクリニック同様にかかり

つけ医として、紹介状なしで受診いただけます。

マイナ保険証や資格確認書等を受付に提示して受

診内容をお知らせください。診察券をお作りしま

すので、次回からは受付機で受付ができます。

町立病院に関する情報は

ホームページでご案内しています ▼
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■■
白
鷹
学
講
座
開
催
支
援
事
業

　

補
助
金
の
交
付
を
希
望
す
る
団
体
を
募
集
し
ま
す

　

白
鷹
学
講
座
開
催
支
援
事
業
は
、

「
白
鷹
で
学
ぶ
」
「
白
鷹
を
学
ぶ
」
た

め
に
、
町
民
が
直
接
企
画
運
営
す
る

イ
ベ
ン
ト
等
に
対
し
て
支
援
を
行
う

も
の
で
す
。

　

学
ぶ
機
会
を
作
る
の
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
町
民
の
生
き
が
い
、
町
内

の
活
気
づ
く
り
や
実
施
の
過
程
で
生

ま
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
「
つ
な
が
り
」

か
ら
豊
か
な
人
材
を
育
成
す
る
こ
と

な
ど
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

●
補
助
金
額　

対
象
と
な
る
経
費
の

　

１
０
０
％
を
補
助
し
ま
す
。
た
だ

　

し
、
補
助
上
限
額
は
50
万
円
で
す
。

《
対
象
と
な
る
事
業
に
つ
い
て
》

　

次
の
す
べ
て
に
あ
て
は
ま
る
も
の

が
対
象
に
な
り
ま
す
。

①
３
名
以
上
で
構
成
さ
れ
た
団
体
が

　

行
う
も
の

②
令
和
８
年
４
月
１
日
時
点
で
白
鷹

　

町
に
住
所
が
あ
る
方
が
代
表
で
あ

　

る
こ
と

③
白
鷹
町
内
で
開
催
す
る
こ
と

④
補
助
対
象
経
費
が
３
万
円
以
上
で

　

あ
る
こ
と

⑤
町
報
な
ど
を
用
い
て
広
く
参
加
者

　

を
募
り
開
催
す
る
こ
と

⑥
営
利
を
目
的
と
し
な
い
も
の

（
例
）
分
野
…
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
、
自
然
・
科
学
、
芸
術
・

文
化
、
医
療
・
福
祉
・
健
康
な
ど

開
催
の
形
式
…
大
会
、
講
演
会
、
セ

ミ
ナ
ー
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

●
交
付
決
定
ま
で

　

申
請
書
類
の
提
出
期
限
は
５
月
14

　

日
（
木
）
必
着
で
す
。
そ
の
後
審

　

査
会
を
行
い
、
交
付
決
定
し
ま
す
。

※
申
請
書
類
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
や
、
生
涯
学
習
・
文
化
振
興
係

　

で
準
備
し
て
い
ま
す
。

　【
申
請
・
問
い
合
わ
せ
】

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
・
文
化
振
興
係

☎
85

－

６
１
４
７

昨
年
度
は
次
の
３
団
体
に

　
　
　
　
　

 

交
付
し
ま
し
た

①
森
の
音
楽
祭
実
行
委
員
会

②
渚
よ
う
こ
衣
装
展
実
行
委
員
会

③
し
ら
た
か
香
り
ラ
ボ

●口座振替加入促進キャンペーン

・山形銀行

・きらやか銀行

・山形おきたま農協

・荘内銀行

・東北労働金庫

・ゆうちょ銀行

利用できる金融機関

【問い合わせ】税務出納課収納係　☎ 85-6106

●対象税目　①町県民税　②固定資産税　③軽自動車税　

　④国民健康保険税　⑤介護保険料　⑥後期高齢者医療保険料

　※期間中、申込者１人につき１回限りです。

【次の場合は対象外となります】

　法人および団体 /滞納がある方 /振替口座の変更のみの場合 /

　登録済みの口座を解約し、再度申し込まれた場合 /申し込まれ

　た町税がすでに口座振替登録されていた場合

●申込方法は下記のとおりになります　

　▶ 役場窓口でキャッシュカードを使って手続き

　《持ち物》口座振替を希望する金融機関のキャッシュカード /

　　　　　 納税通知書など通知番号がわかるもの/マイナンバー 

            カードなどの本人確認ができるもの

●申込期間　令和８年５月 15 日（金）～８月 31 日（月）まで

※今年度 65 歳になる方は介護保険、75 歳になる方は後期高齢者医療保険

　に加入となります。納付方法は加入後半年～１年の間に年金からの天引

　き（年金特徴）になりますが、初めは普通徴収になりますので先に口座

　振替申請をしておくと安心です。

※詳しくお聞きになりたい方は、お気軽にご連絡ください。

期間中の新規申込、先着50名の方に

記念品を進呈します！

　　 広報しらたか   2026. 4 14
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■■
固
定
資
産
の
評
価
額
の
縦
覧
に
つ
い
て

　

令
和
８
年
度
固
定
資
産
の
評
価
額

な
ど
の
縦
覧
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

縦
覧
と
は
、
令
和
８
年
度
の
固
定

資
産
税
を
課
税
す
る
基
礎
と
な
る
土

地
・
家
屋
の
評
価
額
や
面
積
な
ど
を

確
認
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　

昨
年
中
に
土
地
の
売
買
や
建
物
の

新
築
、
増
改
築
な
ど
で
資
産
の
内
容

が
変
わ
ら
れ
た
方
は
、
こ
の
機
会
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
縦
覧
期
間　

４
月
１
日
（
水
）
～

　

６
月
１
日
（
月
）
ま
で

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

※
土
日
祝
日
は
除
く

●
縦
覧
場
所　

税
務
出
納
課
内

●
対
象
者　

固
定
資
産
税
の
納
税
者

※
代
理
人
に
委
任
す
る
場
合
は
委
任

　

状
が
必
要
で
す
。

●
そ
の
他　

土
地
・
家
屋
の
評
価
に

　

つ
い
て
は
、 

毎
年
現
況
調
査
を
実

　

施
し
て
お
り
、 

調
査
の
結
果
、 
評

　

価
の
見
直
し
が
必
要
と
な
っ
た
固

　

定
資
産
も
あ
り
ま
す
。

　
　

固
定
資
産
の
評
価
額
は
令
和
８

　

年
５
月
に
送
付
す
る
「
固
定
資
産

　

税·

都
市
計
画
税
納
税
通
知
書
兼

　

課
税
明
細
書
」
で
も
確
認
い
た
だ

　

け
ま
す
。

　【
問
い
合
わ
せ
】

税
務
出
納
課
資
産
税
係

☎
85

－

６
１
３
３

■■
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　　毎年５月５日の「こどもの日」から

　　　１週間は「こどもまんなか 児童福祉週間」です 

　子どもたちが健やかに育つこと、これは社会の宝である子どもたちに対する国民全体の願いであ

り、すべての子どもが家庭や地域において、豊かな愛情に包まれながら、夢と希望をもって、未来

の担い手として、個性豊かに、たくましく育っていけるような環境・社会を作っていくことが重要

です。一人ひとりがそれぞれの意思で新しい未来を築いていこうとする取り組みを進めていくこと、

そして、それを応援していく環境を整備していくことが求められています。

　毎年５月５日の「こどもの日」から１週間を「こどもまんなか児童福祉週間」と定めて、子ども

の健やかな成長、子どもや家庭を取り巻く環境について、国民全体で考えることを目的に、児童

福祉の理念の一層の周知と子どもを取り巻く諸問題に対する社会的関心の喚起を図っています。

　◆◇ 2026 年度こどもまんなか
　　　　　　児童福祉週間標語　最優秀作品◇◆

【山
やました

下旭
あ さ ひ

陽さん（６歳）　香川県】

【担当】

健康福祉課こども家庭センター係

☎ 86-0212

　

白
鷹
町
で
は
、
環
境
美
化
の
た
め
、

地
区
よ
り
申
し
込
み
の
あ
っ
た
団
体

（
町
内
会
、
婦
人
会
、
子
ど
も
会
等
）
へ

花
苗
を
無
料
で
配
付
す
る
「
花
い
っ

ぱ
い
運
動
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
は
40
団
体
よ
り
申
し

込
み
い
た
だ
き
、
町
内
約
45
カ
所
を

美
し
い
花
で
い
っ
ぱ
い
に
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
令
和
８
年
度
も
実

施
し
ま
す
の
で
、
道
路
沿
い
や
公
共

施
設
、
公
園
な
ど
に
花
を
植
え
る
環

境
美
化
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

申
し
込
み
に
は
、
お
住
ま
い
の
地

区
の
区
長
の
推
薦
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
町
民
課
く
ら
し
環
境

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

☎
85

－

６
１
３
１

いこうぜ！

　みんなキラキラのあしたへ

　　　　　　　　　ゴーゴゴー！
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町からのお知らせ



　今年度の二十歳のつどいを次のとおり開催しま

す。対象の方には、６月下旬頃にご案内を郵送し

ます。ふるさとを離れている皆さんには、ご家族、

ご友人からお早めに日程をお知らせください。

　

●い　つ　８月15日（土）10：00 ～

●どこで　白鷹町中央公民館　大会議室

●対象者　平成17年４月２日～

　　　　　 平成18年４月１日生まれの方で

　　　　　以下のいずれかに該当する方

・令和２年度白鷹中学校卒業者

・令和８年６月１日現在で白鷹町に住民登録され

　ている方

「二十歳のつどい「二十歳のつどい」」
実行委員を募集します実行委員を募集します

　記念すべき、一生に一度の式典。実行委員となっ

て、自分たちの手で思い出に残る式典をプロデュー

スしてみませんか？皆さまからのご応募、お待ちし

ています。

●申込締切　５月１日（金）

■■
全
国
大
会
出
場
者
に

　
ス
ポ
ー
ツ
成
績
優
秀
者
激
励
金
を
交
付
し
ま
す

　

白
鷹
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
で
は
、
町

か
ら
の
委
託
を
受
け
、
ス
ポ
ー
ツ
の

分
野
で
全
国
大
会
な
ど
に
出
場
さ
れ

る
大
学
生
以
上
の
一
般
の
方
を
対
象

と
し
、
申
請
に
よ
り
ス
ポ
ー
ツ
成
績

優
秀
者
激
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
交
付
対
象　

白
鷹
町
ス
ポ
ー
ツ
成

　

績
優
秀
者
激
励
金
交
付
要
綱
に
規

　

定
す
る
要
件
を
満
た
す
方

●
申
請
手
続　

全
国
大
会
開
催
の
前

　

後
３
カ
月
の
間
に
、
関
係
書
類
を

　

添
え
て
白
鷹
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
事

　

務
局
（
白
鷹
町
教
育
委
員
会
）
に

　

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
年
度
末
の
大
会
の
場
合

　

は
事
前
に
申
請
く
だ
さ
い
。

※
要
綱
は
白
鷹
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　

ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

教
育
委
員
会
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係

☎
85

－

６
１
４
７

令和８年度白鷹町
二十歳のつどい

【申し込み・問い合わせ】
教育委員会生涯学習・文化振興係　☎85-6147

■■
全
国
大
会
出
場
者
に

　
成
績
優
秀
者
激
励
金
を
交
付
し
ま
す

　

白
鷹
町
在
住
の
小
中
高
校
生
で
、

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
お
い
て
全

国
大
会
に
出
場
さ
れ
る
方
お
よ
び
そ

の
引
率
指
導
者
（
町
内
在
住
）
に
対
し

白
鷹
町
成
績
優
秀
者
激
励
金
を
交
付

し
ま
す
。

●
交
付
対
象　

白
鷹
町
成
績
優
秀
者

　

激
励
金
交
付
要
綱
に
規
定
す
る
要

　

件
を
満
た
す
方

●
申
請
の
手
続
き　

全
国
大
会
開
催

　

日
の
前
後
１
カ
月
の
間
に
、
申
請

　

書
に
関
係
書
類
を
添
付
し
教
育
委

　

員
会
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
進
学
の
た
め
、
町
外
に
住
所
を
移

　

し
て
い
る
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
詳
細
は
、
白
鷹
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
白
鷹
町
成
績
優
秀
者
激
励
金
交
付

　

に
つ
い
て
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
・
文
化
振
興
係

☎
85

－

６
１
４
７
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■■
令
和
８
年
度
白
鷹
町
こ
ど
も
芸
術
文
化
活
動

　
事
業
団
体
を
募
集
し
ま
す

●
対
象
団
体
の
要
件

▼
申
請
時
点
で
設
立
後
１
年
以
上
の

　

活
動
実
績
が
あ
り
、
白
鷹
町
に
居

　

住
す
る
こ
ど
も
が
常
時
２
人
以
上

　

の
会
員
規
模
の
団
体
。
な
お
、
年

　

度
始
め
か
ら
新
規
に
活
動
を
開
始

　

す
る
団
体
は
別
に
定
め
る
。

▼
構
成
員
の
半
数
以
上
が
、
白
鷹
町

　

に
居
住
す
る
子
ど
も
で
あ
る
団
体

▼
少
な
く
と
も
月
１
回
以
上
の
練
習

　

（
活
動
日
）
を
定
め
、
継
続
し
て

　

運
営
し
て
い
る
団
体

▼
芸
術
文
化
協
会
に
加
入
し
、
将
来

　

の
担
い
手
と
し
て
、
協
会
の
発
展

　

に
寄
与
す
る
団
体

　

※
協
会
加
入
会
費
は
無
料
。

▼
国
、
県
、
お
よ
び
町
等
の
他
の
制

　

度
の
補
助
金
等
の
交
付
を
受
け
て

　

い
な
い
団
体

●
対
象
と
な
る
事
業

①
展
覧
会
、
発
表
会
、
演
奏
会
等
の

　

開
催

②
外
部
講
師
を
招
い
て
の
活
動

③
町
外
で
行
わ
れ
る
展
覧
会
、
発
表

　

会
、
演
奏
会
等
へ
の
参
加

④
そ
の
他
教
育
委
員
会
お
よ
び
芸
術

　

文
化
協
会
長
が
特
に
認
め
る
事
業

●
対
象
の
活
動
・
経
費

①
報
償
費
（
講
師
謝
金
）

②
旅
費
（
外
部
講
師
等
の
交
通
費
等
）

③
使
用
料
お
よ
び
借
料
（
会
場
使
用

　

料
、
用
具
借
料
、
衣
装
借
料
、
町

　

外
発
表
会
バ
ス
借
上
げ
料
等
）

④
役
務
費
（
団
体
所
有
の
用
具
の
修

　

理
費
、
用
具
運
搬
費
、
切
手
代
等
）

⑤
需
用
費
（
消
耗
品
費
、
印
刷
製
本

　

費
等
）

●
補
助
金
額　

１
団
体
５
万
円
（
下

　

限
）
～
10
万
円
（
上
限
）

●
申
請
の
手
続
き

①
申
請　

「
事
業
計
画
書
」「
収
支
予

　

算
書
」
な
ど
の
所
定
の
様
式
に
必

　

要
事
項
を
記
入
の
上
、
事
務
局
ま

　

で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
様
式
等
は

　

は
事
務
局
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

②
審
査　

教
育
委
員
会
と
芸
術
文
化

　

協
会
で
審
査
会
を
行
い
交
付
団
体

　

お
よ
び
補
助
金
額
を
決
定
し
ま
す
。

●
募
集
締
切　

５
月
29
日
（
金
）

【
申
請
・
問
い
合
わ
せ
】

白
鷹
町
芸
術
文
化
協
会
事
務
局

（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
・
文
化
振
興
係
）

☎
85

－

６
１
４
６

令和９年４月入学の皆さんへランドセルを贈呈します！

　小学校新入学を祝い、健やかな成長を祈り、ランド

セル贈呈事業を実施します。

●対象　令和８年５月１日現在白鷹町に住所を有し、

　　　　かつ次のいずれかの要件を満たす方

　①令和９年４月に町内小学校へ入学予定の方

　②令和９年４月に県内特別支援学校の小学部に入学

　　予定の方

●申請者　対象者の保護者

　【贈呈までの流れ】
　７月頃　中央公民館にて見本品を展示、申請書に

　　　　　必要事項を記載の上、教育委員会へ提出

　８月末　申請書提出締め切り

　令和９年１月～２月　入学予定者へ贈呈

●ランドセル概要
　▶ サイズ…Ａ４フラットファイルサイズ対応

　▶ 色…12種類

※日程や申請方法など、詳しくは今後保育園等

　を通じて年長児へ配付されるチラシでお知ら

　せします。

【問い合わせ】教育委員会学校教育係　☎ 85-6144
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令和８年度  住宅関連の施策

　【用語の説明】

　　■県外からの移住世帯…令和３年４月１日以降に県外から町内に転入した世帯員を含む世帯

　　■新婚世帯…婚姻した日から５年以内の世帯

　　■子育て世帯…平成20年４月２日以降に出生した方と同居する世帯（出産予定を含む）

　　■空き家活用…空き家を購入しリフォームを行う工事

□住宅リフォーム支援事業

　平成12年５月31日以前に着工した木造住宅の耐震診断を実施します。

　　▶ 診断料：10,000円　　　　▶ 補強計画作成料 ： 5,000円

□木造住宅耐震診断士派遣事業

□木造住宅耐震改修事業
令和８年度木造住宅耐震改修事業制度概要

要　件
▶木造住宅耐震診断士派遣事業で耐震診断を受け、補強計画を作成した住宅

▶改修前評点が 1.0 未満の住宅（簡易耐震改修においては 0.7 未満）ほか

対象工事 補助率・上限

耐震改修 改修後評点を 1.0 以上にする工事 50％・140 万円

減災対策

簡易耐震改修 改修後評点を 0.7 以上 1.0 未満にする工事

80％・30 万円

部分耐震改修

（いずれか）

▶ 改修後評点を１階のみ 1.0 以上にする工事

▶ 主要な居室等のみ耐震改修を行う工事

▶ 屋根または２階以上の重量を軽減する工事

防災ベッド等 防災ベッド、耐震シェルターを設置する工事

住替支援 耐震性のない住宅を除却し耐震性のある住宅に住替

令和８年度白鷹町住宅リフォーム支援事業制度概要

類型 世帯要件 対象工事

補助率・上限

通常
空き家活用

（中古住宅診断未実施）

補助率 上限額 補助率 上限額

一般型 なし

やまがた省エネ健康住宅の認証を受け全体改修を実施
工事費の

10％

32 万円
工事費の

20％

57万円（52万円）

やまがた省エネ健康住宅の認証を受け部分改修を実施 22 万円 47 万円（42 万円）

断熱化、バリアフリー化、克雪化など 12 万円 37 万円（32 万円）

移住・定住

促進型

移住

新婚

子育て

やまがた省エネ健康住宅の認証を受け全体改修を実施
工事費の

30％

50万円
工事費の

40％

75万円（70 万円）

やまがた省エネ健康住宅の認証を受け部分改修を実施 40 万円 65万円（60 万円）

断熱化、バリアフリー化、克雪化など 30 万円 55万円（50万円）

　【対象工事】

　　▶ 県内業者によるリフォーム工事であること　　▶ 請負金額が50万円以上（税込）の工事であること　ほか

　【申請者（施主）の要件】

　　▶ 町内に住所を有する方（実績報告時までに本町に転入し、居住する方を含む）

　　▶ 町税などの滞納がないこと　ほか
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工事着工後の申請は、補助金の交付を受けられなくなり
ますので、事前にご相談ください。
【問い合わせ】建設課　都市・住宅係　　☎85-6139

対　　象 住宅（新築）

事業内容
定住の意思を持ち、住宅の新築や新築建売住宅の購入を行う若者世帯、他市町村からの

移住世帯に対する補助

補助金額

◇若者世帯…60万円（世帯員全員50歳未満の夫婦もしくは親と子の世帯）

◇他市町村からの移住世帯…100万円（町外から転入する場合）

▶ 町内業者の場合30万円を加算

　※町税などの滞納がないことが要件となります。

　※世帯員全員が50歳未満の夫婦もしくは親と子の世帯であること　ほか

□子育て・若者世帯住宅取得支援事業補助金

　町内における木工事の受注促進と町産材利用拡大を図るとともに、地元関連業界の振興と経営基盤の強化、

消費需要の拡大を目的として、町産材等木造建築推進事業に取り組みます。

■町産材等木造建築推進事業

　温室効果ガスの排出量を削減し、持続可能な循環型社会の実現と地球温暖化の防止を推進するため、省エネ

ルギー性能の高い新築住宅（新築建売住宅の購入含）への支援を実施します。

■省エネ住宅促進事業

対象物件
住宅の省エネルギー性能が確認できる認定証等（やまがた省エネ健康住宅、

建築物省エネルギー性能表示制度 ほか）の交付を受けた新築の木造住宅

対象期間 住宅の引き渡しおよび認定証等の交付が令和９年２月 28 日まで行われること

申請者（施主）の要件
▶ 白鷹町内に住所を有する（または年度末までに転入を確約する）方

▶ 町税などの滞納がない方　 ▶ 町内に本人が居住する戸建て住宅であること

施工業者 白鷹町商工会員の登録業者

支援内容 １件あたり 30 万円（定額）

□その他の補助事業
　■危険ブロック塀等除却促進事業

　■住宅確保要配慮者専用賃貸住宅家賃等低廉化補助事業

　■住宅確保要配慮者専用賃貸住宅改修費補助事業

※各補助事業の要項等の詳細は、二次元バーコードから町ホームページをご確認ください。

※その他の補助事業や詳細な要件、併用可能な補助事業等については、ご相談ください。

【問い合わせ】白鷹町商工会　☎85-0055

【問い合わせ】白鷹町商工会　☎85-0055

対象物件 住宅、店舗、附属建物（車庫、作業所および物置）

対象工事

新築または増改築、修繕など

全体工事費が 30 万円以上で木工事が 25％以上または 100 万円以上のこと

令和９年１月 31 日までに完成すること

施工業者 白鷹町商工会員の登録事業所

申請者（施主）の要件
▶ 白鷹町内に住所を有する（または年度内までに転入を確約する）方

▶ 町税等の滞納がない方

支援内容

工事費 工事費の 10％以内（上限 10 万円）※白鷹町商工会が発行する商品券により給付

町産材購入費

（１㎡以上の利用）

住宅・店舗等の新築：上限 30 万円　附属建物の新築：上限 20 万円

その他の増改築・修繕：上限 10 万円

その他制度との併用 介護保険制度との併用は不可
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【問い合わせ】町民課国保医療係  ☎ 85-6130

令和８年度国民健康保険税率の改定について

国民健康保険だより

　子どもや子育て世代を社会全体で支えるため、令和８年度から「子ども・子育て支援金制度」が開始され、

国民健康保険税は、現行の３種の課税額に加え、新たに子ども・子育て支援納付金分を納めていただくこ

ととなります。白鷹町国民健康保険では、医療費の推移と被保険者数の減少等の状況を踏まえ、令和８年

度の国民健康保険税率および税額を次のとおり改定します。

※詳細は７月に納税通知書とともに送付される国民健康保険税のしおりに記載します。

年度
①医療給付費分 ②後期高齢者支援金分 ③介護納付金分

所得割合
（％）

均等割額
（円 /人）

平均割額
（円 /世帯）

所得割合
（％）

均等割額
（円 /人）

平均割額
（円 /世帯）

所得割合
（％）

均等割額
（円 /人）

平均割額
（円 /世帯）

令和７ 7.30 30,300 21,800 2.50 10,200 7,300 2.20 11,400 5,800

令和８ 6.60 26,900 19,000 2.80 12,300 8,200 2.20 11,400 5,800
増減

（R8-R7） ▲ 0.70 ▲ 3,400 ▲ 2,800 ＋ 0.30 ＋ 2,100 ＋ 900 改定なし

●国民健康保険税率および税額

年度

④子ども・子育て支援納付金分（新設）

所得割合
（％）

均等割額
（円 /人）

平均割額
（円 /世帯）

18 歳以上
均等割額
（円 /人）

令和８ 0.29 1,200 900 100

【問い合わせ】

国民健康保険税に関すること…

　▶ 税務出納課町民税係　☎ 85-6132

国民健康保険資格・給付に関すること…

　▶ 町民課国保医療係　☎ 85-6130

Q

A

「子ども・子育て支援金制度」って？

すべての世代や企業の皆さまから支援金を拠

出いただき、子育て施策の拡充に充てるもの

で、子どもや子育て世帯を社会全体で支える

制度です。

Q

A

どうして「支援金制度」が必要なの？

近年、少子化・人口減少の進行が加速してい

ることから、政府は令和５年 12 月にこども未

来戦略「加速化プラン」を策定し、総額 3.6

兆円の次元の異なるこども・子育て支援の拡

充を実施することを決めました。支援金制度

はこれを支える財源の一部です。

支援金の徴収の流れ

Q

A

なぜ独身や高齢者も払うの？

子どもたちは成長し、やがて社会保障制度の

担い手となることから、子どもの育ちを支え

る支援金制度はすべての方にメリットがある

ため、独身の方や高齢者の方などすべての世

代に加え、企業も含めた社会全体で支える仕

組みとしています。

Q

A

収入が少なくても払う必要があるの？

支援金は所得に応じて拠出いただきますが、

医療保険料と同様に、低所得の方に対する保

険料軽減措置を設けています。

子ども・子育て支援金制度Ｑ＆Ａ
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拡充される給付の例

児童手当の拡充
●所得によらず、支給の対象となり

　ます。

●支給期間を高校生年代まで延長し

　ます。

●第３子以降はより手厚く、一人当

　たり月３万円に大幅増額します。

●４カ月に１回から、２カ月に１回

　の支給になります。

　※令和６年 10 月分から拡充

育児時短就業給付
●「育児時短就業給付」を創設し、

　子どもが２歳未満の期間に、時短

　勤務を選択した場合、時短勤務時

　の賃金の原則 10％を支給します。

　※令和７年度から実施

育児期間中の国民年金保険料免除
●国民年金の第１号被保険者の方を

　対象に、育児期間中の国民年金保

　険料免除措置を創設します。

　※令和８年 10 月分から実施

妊婦のための支援給付
●「伴走型相談支援」の面談と合わ

　せて、妊娠届出時に５万円、妊娠

　後期以降に妊娠している子どもの

　数×５万円、を支給します。

　※令和７年度から実施

出生後休業支援給付
●「出生後休業支援給付」を創設し、

　子の出生直後の一定期間内に両親

　ともに 14 日以上の育児休業を

　取った場合、最大 28 日間、手取

　りの 10 割相当を支給します。

　※令和７年度から実施

こども誰でも通園制度
●保育所等に通っていない０歳６カ

　月から満３歳未満の子どもが時間

　単位等で柔軟に利用できる制度で

　す。子ども１人当たり 10 時間／

　月の利用が可能です。

　※令和８年度より全国実施

児
童
手
当
の
拡
充
や
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
な
ど

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
拡
充
が
す
で
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

給
付
の
拡
充
に
は
、
令
和
８
年
度
か
ら
始
ま
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
が
充
て
ら
れ
ま
す
。
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国民年金
からの
お知らせ国民年金保険料は納付期限まで納めましょう国民年金保険料は納付期限まで納めましょう

　令和８年４月分から令和９年３月分までの国民年金保険料は、月額 17,920 円です。

　保険料は、日本年金機構から送付される納付書により、金融機関・郵便局・コンビニエンスストアで納めるこ

とができます。また、クレジットカードやインターネット等を利用しての納付、そして便利でお得な口座振替も

あります。

　毎月の保険料の納付期限は、「翌月の末日」です。保険料の納め忘れがあると、万が一障がいや死亡といった

不測の事態が発生した際に、障害基礎年金や遺族基礎年金が受けられない場合がありますので、必ず納付期限ま

でに納めてください。

　なお、所得が少ないなど保険料の納付が困難な場合は、保険料が免除・猶予される制度がありますので、　町

民課戸籍年金係へご相談ください。

【問い合わせ】米沢年金事務所　☎ 0238-22-4220（自動音声）　／　町民課戸籍年金係　☎ 85-6129

　白鷹町を会場に今年度も移動年金相談が行われます。予約が必要ですので、以下のお問合わせ先にお電話を

お願いします。

　■相談時間 ▶ 10 ： 00～ 14 ： 00（12 ： 00～ 13 ： 00は除く）

　■予約受付 ▶ 米沢年金事務所　☎ 0238-22-4220（自動音声案内「１」選択後、「２」を選択）

◆国民年金保険料が「スマートフォンアプリ」 で納付できます

　現金、口座振替、クレジットカード、Pay-easy 等のほか、スマートフォンアプリを使用した電子決済（キャッ

シュレス）での納付が利用できます。

【ご利用に必要なもの】①納付書　②スマートフォン　③決済アプリ AEONPay・auPAY・ｄ払い・PayPay・

PayB（金融機関等が提供するアプリを含む。詳細は、PayB のホームページをご覧ください。）

※バーコードが印字されない納付書については、ご利用いただけません。

※各決済アプリの使用方法等については、ご利用の決済事業者にお問い合わせください。

◆予約でスムーズ！年金相談は予約が便利です

　米沢年金事務所では、ご自身の年金請求手続きや年金額に関しての相談、ご家族が亡くなられた際の手続きに

ついて、待ち時間なくスムーズにお手続きいただけるよう事前のご予約をお願いしております。

　ぜひご予約の上、年金事務所へ来所されますようお願いします。

　■日本年金機構 ▶ 予約受付専用電話　☎ 0570-05-4890

　■受付時間 ▶ 月～金（平日）　8 ： 30～ 17 ： 15

　※ご連絡の際は、「基礎年金番号」のわかる年金手帳や基礎年金番号通知書、年金証書のうち１つをご準備く

　　ださい。

◆令和８年度　移動年金相談のお知らせ

開　催　日 予約開始日 開　催　地

６月 17 日（水） ５月 18 日（月）～

白鷹町中央公民館

ミーティングコーナー

（白鷹町大字荒砥甲 833）

９月 16 日（水） ８月 17 日（月）～

12 月 16 日（水） 11 月 16 日（月）～

３月 17 日（水） ２月 17 日（水）～

お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
！
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後期高齢者医療制度の保険料率等が変わります
　後期高齢者医療制度の保険料率は、医療費などの推計を基に、２年ごとに見直しを行っております。

改定される保険料率および保険料の賦課限度額は、次のとおりです。　

●医療分の保険料率（令和６・７年度　→　令和８・９年度）

　▼所得割率（所得に応じて負担していただく分を算定する際の率）9.43％　→　9.63％

　▼均等割額（加入者が公平に負担していただく分）４万 7,600 円　→　５万 2,500 円

●医療分の賦課限度額（令和６・７年度　→　令和８・９年度）80 万円　→　85 万円

　また、今回の改正につきましては、社会全体で子どもや子育てを応援する仕組みとして、子ども・子育て

支援金制度が施行されることにより、後期高齢者医療制度（医療分）とは別に子ども・子育て支援納付金分（子

ども分）の保険料が創設されております。子ども分は令和 10 年度にかけて段階的に構築されるため、令和

９年度と令和 10 年度に改めて見直しを行う予定です。

※医療分と子ども分の合計がお納めいただく保険料となります。

●子ども分の保険料率（令和８年度）▼所得割率　0.25％　　▼均等割額　1,373 円

●子ども分の賦課限度額（令和８年度）2.1 万円

※制度改正の内容や保険料率等の詳細は、７月に保険料額決定通知書に同封するリーフレットをご覧ください。

【問い合わせ】税務出納課町民税係　☎ 85-6132

令和８年度　鮎漁獲量拡大推進事業

ブラックバスロングラン釣り大会
期 間 ：５月 11 日（月）～ 10 月 31 日（土）

場 所 ：最上川　高玉揚水機場～大平橋（白鷹町地内）

参加者 ：先着 100 名限定

参加料 ：無料　※ただし、エントリーが必要です

釣果報告は現物をご持参ください。買取します。

■場所：道の駅白鷹ヤナ公園　あゆ茶屋ヤナ売店

■受付時間 ▶ 9 ： 00～ 11 ： 00、 14 ： 00～ 17 ： 00

　　（水曜日除く）　　　　

■買取価格 ▶ ブラックバス 1匹 300 円　

　※予算がなくなり次第終了　　　

■支払い ▶ 月末締め

　　　　（翌月第２土曜日 11:00～ 14:00）

ブラックバス買取について

※ブラックバスは、外来生物法により、生きたままでの「運搬」は禁止されておりますので、ご注意ください。

※買い取り支払の際は受領印をご持参の上、道の駅白鷹ヤナ公園あゆ茶屋ヤナ売店までお越しください。

※参加される際は、危険防止や安全対策については自己責任でお願いします。

　また、未成年者が参加する際は、保護者の同意が必要です。

エントリー場所

①西置賜漁業協同組合　

　白鷹町大字荒砥甲 555-1

　（受付時間：9 ： 00～ 16 ： 00）土日祝日除く

　☎ 85-0067（衣袋）

②道の駅白鷹ヤナ公園あゆ茶屋ヤナ売店

　白鷹町大字下山 661-1　

　（受付時間：10：00 ～ 17：00）水曜日除く

　☎ 85-5577（樋口）

【問い合わせ】（一社）白鷹町観光協会　☎ 86-0086

１匹３００円
   で買取！
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　この絵本は高学年から大人の方まで楽しめます。

　ページをめくる度に鮮やかな色彩と井戸の中に住むかえるの生き生きとした表情に目を惹かれ

ます。やがてかえるは外に出ていきます。かえるは外の世界で何を見つけ、どこへ行くのか？読

み終わると皆さんは、「はて？！」と考え込みます。何に「はて？！」と思うのでしょう。一度

手に取って、皆で「はて？！」を話し合ってみませんか？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小さいたねの会　井上　眞理子）

《おすすめ図書》

◎白鷹町立図書館　　☎ 87-0217

◎開館時間 ： 9 ： 00～ 19 ： 00

◎休館日 ：毎月第2 ・ 4木曜日

　　　　　5 月は 14日 ・ 28日

※蔵書点検のため５月 13日 （水） ～ 21日 （木）

行こう！行こう！図書館に図書館に

《イベント》

《新刊図書》若い人におすすめ！

『せかいのはてってどこですか？』 アルビン・トゥレッセルト文、ロジャー・デュボアザン絵、三木卓訳　（童話館出版）

『中学へ旅立つ君へ：13歳からの一番大切なこと』

おおたとしまさ著 /実務教育出版 　

　教育ジャーナリストとして中高生や学校を取材し

てきた著者による大人の入り口に立つ子どもたちに

向けたメッセージ集。多くの中学生が抱く悩みや不

安に対し具体的なアドバイスをしてくれている。

『ユリの便箋』

　　　　　　　　　森川成美作 /静山社

　高校を卒業したばかりのユリと惺は男女では珍しく容

姿がそっくりな双子。美術学校は男子、裁縫学校は女子

のみが入学できた大正時代。デザインを勉強したいユリ

と服飾に興味がある惺は入れ替わって入学することに。

　

「佐藤文隆記念　白鷹宇宙探検隊」募集
令和８年度

◆対　象：小学校高学年～中学生

◆顧　問：山形大学名誉教授　柴田晋平先生

◆参加費：無料　　◆定員：10 名（先着順）

◆申込み先：白鷹町立図書館 

専門の先生から、宇宙物理に関することは

もちろん、科学全般について幅広く学びます。

※詳細については図書館に

　お問い合わせください。

　　

　　

《地域の出版物》 置賜民俗学会会誌『置賜の民俗』第 32 号　　　 　 置賜民俗学会編　

『大日堂祭典　白鷹町萩野地区獅子舞』（DVD）　　　白鷹町萩野地区　

図書館ボランティア大募集！
【活動内容】

▶ 蔵書整理　　▶ 月例「おはなしの会」　　▶ イベントのお手伝い　

上記から興味のある内容をお知らせください。

※詳細については図書館にお問い合わせください

㈱四釜サッシセンターさま

よりご寄付（図書代）を

いただきました

　25冊を購入させていた

だきました。ぜひ、手に

取ってご覧ください。

◆ 5 月 2日（土）

　　10 ： 00～ 10 ： 30

◆図書館内　おはなしの広場

絵本の読み聞かせなど！
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荒高掲示板  

第 75回卒業証書授与式

表　彰　式

技術を双腕に

　高次の品性を

【問い合わせ】

☎ 85-2081

第 75回卒業証書授与式３
１

　長岡聡白鷹町長職務代理者、青木彰榮同窓会長、菅原隆男町議会議長、

迎田浩昭教育長をはじめ、多くの来賓の方々をお迎えし挙行しました。

表彰式２
27

●総合学科卒業生成績優秀者表彰　新野 美生（白鷹中出身）

●御下賜金記念優良卒業生表彰　産業教育振興中央会賞　伊藤 心結

●優良卒業生表彰　山形県産業教育振興会長賞　岩﨑 琴音

●米沢有為会表彰　南波 煌稀（白鷹中出身）

●特別賞　吉村 真央（白鷹中出身）

●皆勤賞　樋口希咲（白鷹中出身）・南波 煌稀（白鷹中出身）

堂々とした晴れやかな顔、それぞれの旅だち。

自分で作ったスーツを身にまとって、大感動の卒業式
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こ
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木
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は
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と
つ
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木
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暮
ら
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遠
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。
し
か
し
、
木
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す
れ
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然
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「
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何
の
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？
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と
い
っ
た
疑
問
が
浮
か
ん

で
き
ま
す
。
そ
れ
ら
の
疑
問
を
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に
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み
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ば
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や
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身
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に
感
じ
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思
い
ま
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私
も
、
木
の
話
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限
ら
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加
さ
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た
方
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と
の
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し
ゃ
べ
り
が
と
て
も

楽
し
か
っ
た
の
で
、
今
年
度
も
何
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ワ
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行
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予
定
で
す
！

使
う
材
料
も
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ベ
ル
ア
ッ
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す
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予
定

で
す
の
で
、
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

皆

丸
山
　
泰
史

117

ワークショップ「木のまが玉みがき」の開催

白鷹町大字十王

　　　　　2558番地 1

☎ 88-7160

開館日 ：金 ・土 ・日

時　間 ： ９時～ 17時

み
ん
な
で

つ
む
ぐ

物
　
語
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４月の予定献立表
ちょうりじょうゆうびん

　町では令和８年４月より小学校給食費を無償

化します。これは国の子育て世代の経済的負担

を軽減するための交付金を活用して、給食費を

徴収せず、不足分を町が補い実施するものです。

中学校給食費は、これまで通り１食 304 円を

徴収し、不足分は町が補います。

　これからも、学校給食は安全安心で偏りなく

栄養が摂れるものを、できるだけ地元で大切に

育てられた食材を使い提供していきますので、

今後ともご理解ご協力をお願いします。

－おらほの食材－　

米・くきたち・小松菜・きゅうり・
塩漬けわらび・納豆など

給食に思いを込めて――

※材料の都合により、献立を変更する場合があります。

日 曜日 料 理 名

８ 水
米粉コッペパン・牛乳・ハンバーグブラウンソースかけ・白いん
げん豆ペーストのマカロニサラダ・キャベツとベーコンのスープ・
アセロラゼリー

９ 木
ごはん・牛乳・鮭のバターしょうゆ焼き・くきたちのおかか和え・
豚汁

10 金
ごはん・牛乳・みそカツ・切干大根のりマヨサラダ・きのこと
たまごのスープ

13 月
ごはん・牛乳・そぼろどんぶり・小松菜ともやしのナムル・
なめこのみそ汁

14 火
ごはん・牛乳・さばの割烹漬・青菜とキャベツのごま和え・
メンマとワンタンのスープ

15 水
食パン・牛乳・たまごサンドの具・ほうれん草のミモザ風ソ
テー・ミネストローネ

16 木
【入学進級お祝い献立】ごはん・牛乳・塩から揚げ・ひやしる・
パンダなるとのすまし汁・お祝い紅白ゼリー

17 金
わかめごはん・牛乳・厚焼き玉子・じゃが芋のそぼろあんかけ・
豆腐とわかめのみそ汁・チーズ

日 曜日 料　理　名

20 月
ごはん・牛乳・白身魚フライ・きんぴらごぼう・にらたま汁・
オレンジ

21 火 ごはん・牛乳・ポークカレー・フルーツ白玉・ビーンズカル

22 水
コッペパン・牛乳・きのこの和風ペンネ・キャベツとブロッ
コリーのコールスローサラダ・ウインナーチャウダー

23 木
ごはん・牛乳・北海道男爵コロッケ・中華サラダ・けんちん汁・
白鷹産大豆の納豆

24 金
ごはん・牛乳・かつおと大豆の味噌がらめ・カミカミサラダ・じゃ
がいもと玉葱のみそ汁

27 月
ごはん・牛乳・あじ開きフライ・野菜とちくわのおかか和え・春
雨と肉団子のスープ

28 火
ごはん・牛乳・鶏肉のレモン漬け・小松菜とハムの白だし和え・
わらび

30 木
五目うどん・牛乳・山形県産大豆とのり塩ポテト・オムレツ・
ヨーグルト (中のみ )

学校給食についてのお知らせ
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【問い合わせ】健康福祉課健康推進係　☎ 86-0210 ５月 の健康カレンダー

●「運動で自分磨きプログラム」

内　容 期日と会場

金曜日の筋活レッスン 8 ・ 22日 （金） 14 ： 30～ 15 ： 30　／　鮎貝地区コミュニティセンター

月イチの体幹リセット 18日 （月） 19 ： 30～ 20 ： 30　／　東根地区コミュニティセンター

各回定員は30名。事前の申し込みが必要です。

●献血のお知らせ

内　容 時　間 場　所

22日 （金）
9 ： 30～ 11 ： 30

白鷹町役場
13 ： 00～ 16 ： 00

▼帯状疱疹ワクチン
帯状疱疹の予防接種費用の一部を助成します。

　■対象者：過去に帯状疱疹の予防接種を受けたことがない方で、以下の①または②に該当する方

①令和８年度に各年齢となる方　（対象の方に案内をお送りします）

年　齢 生年月日

65歳 昭和 36 年４月２日 ～ 昭和 37年４月１日生

70歳 昭和 31年４月２日 ～ 昭和 32年４月１日生

75歳 昭和 26 年４月２日 ～ 昭和 27年４月１日生

80歳 昭和 21 年４月２日 ～ 昭和 22 年４月１日生

85歳 昭和 16 年４月２日 ～ 昭和 17年４月１日生

90歳 昭和 11 年４月２日 ～ 昭和 12 年４月１日生

95歳 昭和６年４月２日 ～ 昭和７年４月１日生

100歳 昭和元年４月２日 ～ 昭和２年４月１日生

② 60 ～ 64歳の方で、ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障がいのある方

　(接種を希望する方は、健康推進係までご連絡ください )

　■接種回数：生ワクチン ▶ １回、組み換えワクチン ▶ ２回

　■助成額：生ワクチン ▶ 4,400円（自己負担：4,400円程度）

　　　　　　組み換えワクチン ▶ １回につき 11,000円（自己負担：１回につき 11,000円程度）

　■接種期間：令和８年４月１日～令和９年３月 31日まで

　しらたか健紅ウェルネスポイント事業にご参加いただきありがとうございました。

事業期間は終了しましたが、引き続きアプリは利用できます。今まで測定した体組成や血圧の記録、歩数デー

タ等はアプリ内に記録してありますので、今後もご自身の健康づくりにお役立てください。

　事業開始時期は決定していませんが、令和８年度もしらたか健紅ウェルネスポイント事業を実施予定で

す。事業開始まで、健康づくりをしてお待ちください♪

しらたか健紅ウェルネスポイント事業について
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「産婦人科・小児科オンライン相談」のお知らせ

　妊娠・出産・子どもの健康や子育て、女性の健康に関するさまざまな疑問や不安について、ご自宅か

らスマートフォンなどのオンラインで、24 時間産婦人科医・助産師・小児科医へ気軽に相談できる「産

婦人科・小児科オンライン相談」を開始します。「子どもに湿疹が出てきたが何だろう」「妊娠中の薬に

ついて聞きたい」「病院に行くほどではないけど、心配…」など、お気軽にご相談ください。

●対象者：町内在住の妊産婦および０歳～ 15 歳までの子どもの保護者、産婦人科への相談を希望される方

●利用料：無料（通信料は利用者負担となります）

●内　容：以下の通り

小児科オンライン 産婦人科オンライン

●利用方法：スマートフォンの LINE から、会員登録後にご利用いただけます。

いい調子は自分でつくろう！「ごきげんプログラム」が６月からスタート！
《“ごきげん” ポイント》

　▶ 専門職監修の多彩なメニューから選択できます！ 

　　・「活力を伸ばす・維持する」：体操、運動、筋トレ、ｅスポーツ　など

　　・「心身を整える」：ストレッチ、ヨガ、ピラティス　など

　　・「食で土台をつくる」：バランスのとれた健康料理実践講座　など

　▶「自分でできる」をサポートします！

　　・機器の使い方や目標設定など、日々の健康づくりに役立てられる内容です

　▶ 初心者から本格派まで、レベル別で安心・満足！

　▶ 決まった時間じゃなくても OK ！スキマ時間を健康タイムに！

■メニュー内容：健康福祉センター窓口にお越しいただくか、ホームページをご覧ください。

■対象者および参加方法：白鷹町に住所を有する 65 歳以上の方が対象です（利用料は１回 200 円）。

　　　　　　　　　　　　初回利用登録が必要ですので、健康福祉課で事前に手続きをお願いします。

【問い合わせ】利用登録に関すること…健康福祉課地域生活支援係　　☎ 86-0213

　　　　　　 メニュー・予約申込に関すること…アクティオ㈱（指定管理者）　☎ 87-1231

新しくなった健康福祉センターで６５歳からの健康づくり

※会員登録には白鷹町民限定の合言葉が必要です。

　合言葉は、役場や健康福祉センター、コミュニ

　ティセンターなどに設置するチラシで確認するか、

　健康福祉課こども家庭センター係までお問い合

　わせください。

【問い合わせ】健康福祉課こども家庭センター係　☎ 86-0212
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❖にじ・なないろは、ボランティア団体「支えあう地域づくりなないろの会」が

　運営する住民主体のつどいの場です。

❖ 65 歳以上の方であれば、予約不要で、どなたでも参加いただけます。

　参加費は、原則 300 円（別途材料費がかかる場合もあります）。

　無料送迎をご利用の方は、利用希望日の３

日前まで、支えあう地域づくりなないろの会

（☎ 080-1815-3289）へご予約ください。

【無料送迎の利用について】

　送迎範囲は、原則としてにじは川西地区、

なないろは川東地区となります。なお、地

区によって参加できる事業になるべく偏り

が生じないよう、工夫しながら取り組んで

いきます。

高齢期の健康づくり事業のご案内

つどいの場　にじ・なないろ
～身近な居場所で「健康づくり」と「仲間づくり」～

月 火 木 金

  4/20  ★ 　21　　● 　23 　 ★ 　24　　●

音楽療法 レク・茶話会 アップ体操 体操・茶話会

　27　　★ 　28　　● 　30    ★ 　5/1 　●

モルック 歌声・茶話会 アップ体操 体操・茶話会

　４ 　 ★ 　５ 　 ● 　７　　★ 　８　　●

（休　み） （休　み） アップ体操 体操・茶話会

　11 　 ★ 　12　　● 　14　　★ 　15　　●

手　芸 軽体操 アップ体操 体操・茶話会

　18　　★ 　19　　● 　21　　★ 　22　　●

音楽療法 レク・茶話会 アップ体操 体操・茶話会

❖活動内容カレンダー（時間：10 ： 00～ 12 ： 00）

●：にじ　白鷹町大字鮎貝 108（白光園地域交流棟）

★：なないろ　白鷹町大字滝野 1011（滝野交流館）

おなかも笑顔もいっぱい
「なないろ食堂」開催中！

　予約不要で、子どもから高齢者の方ま
でどなたでも参加いただけますので、ぜ
ひお越しください！

●開催日：4 月 18 日（土）、5 月 16 日（土）

●時間：11 ： 30～ 13 ： 30

●会場：なないろ（滝野交流館）

●料金：大人 300 円、子ども無料
なないろ食堂は町内外の方から食材を頂いて、おいしいカレーを提供しています。たくさんのご支援ありが

とうございます。また、5/9（土）は「しらたかの味」を開催します（一人 600 円）。ぜひお越しください♪

❖滝野交流館でのイベントのご紹介

のどか
カフェ

❖今月の開催日　　　

　４月 22 日（水）13 ： 30～

❖開催場所

　荒砥甲 373-8番地

　（ちょぼらの家）

　「のどかカフェ」は、認知症の人やその

家族、地域の人など、予約不要で、誰でも

気軽に参加できる居場所を毎月開催してい

ます。参加費無料です。   

　認知症の方本人に参加いただくために、

無料送迎のご相談も受け付けております！

ご希望の方は☎080-6005-1028（飯澤）

までお電話ください。

※付き添いのご家族の方に限り同乗可。

高齢期の健康づくり教室
～参加者募集中～

現在募集中の教室をご紹介します。

参加希望などがありましたら、事前に下記の連絡先に

お問い合わせください。
◎通所型サービスC

　専門職の個別相談・指導により、筋力・体力の回復向上を目指し、短期間の

集中リハビリに取り組みます。

▼対　　象：65 歳以上の基本チェックリスト該当者または要支援認定を受けている方

▼会　　場：白鷹町健康福祉センター （※送迎はありません　※２回の自宅訪問あり）

▼利用頻度：毎週火曜日　9 ： 30～ 11 ： 30（おおむね３カ月間）

▼利 用 料：１回 500 円　（※訪問は１回 500 円）

　リハビリの先生がひとり

ひとりの体力に合わせてつ

くる運動プログラムで、短

期間で足腰の力をつけ、健

康生活を目指します。

POINT

【申し込み・問い合わせ】白鷹町社会福祉協議会　地域包括支援センター　☎ 86-0112
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 ５月 の子育てページ

つ
ぶ
や
き

よ
つ
ば
こ
ど
も
園こども俳句「はるのはっけん」

　穏やかであたたかい春を感じられる日が多く
なりました。園庭遊びに向かう子どもたちは、
春のここちよさを全身で感じながら、嬉しそうに
かけ出していきます。小川の流れや草花の芽吹き、
土の中にかくれんぼしていた生き物たちとの再会な
ど、たくさんの気づきと発見があり、春の俳句がで
きました。

　「かわのみず　きれいでたくさん　はるがきた」

　「つくしんぼ　おやまのうえで　かくれんぼ」

　「だんごむし　はるになったよ　うごきだす」

　「ふしぎだな　はるのたいよう　あったかい」

子育てページ

●母子健康手帳の交付
　お母さんとお子さんの健康を守るために、妊婦さん

全員に交付しています。随時交付しますが、保健師が

留守の場合がありますので、事前に電話などでご連絡

ください。

場　所：健康福祉センター

●子育て支援センター「にこぽーと」あそび広場
利用時間：９：30 ～ 15 ： 30／休館日：毎週土曜日

［5月の予定］

期日 時間 イベント

13 日（水）  9：45 ～ 11：00 身体測定①

15 日（金）  9：45 ～ 11：00 身体測定②

19 日（火）10：00 ～ 12：00 ぺたぺたの日（要予約）

25 日（月）  9：45 ～ 11：30 制作活動

26 日（火）10：30 ～ 11：10 みんなでお茶会

問い合わせ：子育て支援センター「にこぽーと」

　　　　　　☎87-0083

●離乳食クッキングサロン（要予約）
　ママたちが交流しながら離乳食を学ぶサロンです。

期日 時間 対象

20 日
（水）

10：00 ～ 11：30
（受付 9：50）

離乳食を学びたいママ
やパパ

場　所：健康福祉センター

内　容：離乳食のポイントについてのお話、調理実習

　　　　を管理栄養士が担当します。

持ち物：母子健康手帳、エプロン、三角布

保　育：希望される方はお申し込み時にご予約くだ

　　　　さい。

申込期限：５月13日（水）まで

●すくすく発達相談会（要予約）
　子どもの発達発育に詳しい専門家（公認心理師）に

よる、ことばや発達などの個別相談会を開催します。

期日 時間 対象

18 日
（月）

９：00 ～ 12：00
（ひとり１時間程度）

幼児からおおむね 12 歳
の児童とその保護者

場　所：健康福祉センター

●乳幼児健診
期日 健診 対象児

13 日
（水）

３カ月児 令和８年１月～２月 13 日生まれ

９カ月児 令和７年７月～８月 13 日生まれ

会　場：子育て支援センター「にこぽーと」

※受付時間は個別にご案内します。

持ち物：問診票、母子健康手帳、バスタオル、交換用

　　　　オムツ、その他お子さんに必要なもの

※対象の方には郵送でご案内します。

※お子さんが、当日具合が悪かったり、１週間以内に

　人にうつる可能性のある病気にかかったりした時は

　事前に電話などでご連絡ください。

【問い合わせ】健康福祉課こども家庭センター係　☎ 86-0212

↓母子手帳アプリ「紅ほっぺ」はコチラから↓

●産後ケア事業のご案内
　助産師等が産後のお母さんやお子さんの心と体の状

態に応じたケア（子育てに関するサポートや乳房ケ

ア）を提供し、お母さんやお子さん、そのご家族が健

やかな子育てができるよう支援します。

■短期入所…産科医療機関に宿泊し、ケアを受けられます。

■通所、訪問…助産院や自宅でケアを受けられます。

対象となる方：町内に住所がある、もしくは当町に里

　　　　　　　帰り出産で滞在しているおおむね産後

　　　　　　　１年以内のお母さんとお子さんで、次

　　　　　　　の条件に当てはまる方が利用できます。

　　　　　　　☑ 産後ケアを必要とする方

　　　　　　　☑ 医療行為が必要でない方

利用料金：短期入所…１泊1,500円

　　　　　通所、訪問…１回500円

利用方法：事前に健康福祉課こども家庭センター係ま

　　　　　でお申し込みください。
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　　　　 あんしん×あんぜん

町民課くらし環境係  ☎ 85-6131 ／長井警察署  ☎ 84-0110 ／白鷹西駐在所  ☎ 85-2029 ／白鷹東駐在所  ☎ 85-2046

安全安心４コマ漫画

「ＵＦОの通り道！？」

大
相
撲
三
月
場
所
（
３
月
８
～
22
日
）

取
組

星
取

決
ま
り
手

１
日
目

〇

押
し
出
し

３
日
目

●

寄
り
切
り

５
日
目

●

送
り
出
し

７
日
目

〇

突
き
落
と
し

９
日
目

〇

押
し
出
し

11
日
目

〇

寄
り
切
り

13
日
目

〇

寄
り
切
り

東
幕
下
２
枚
目　

５
勝
２
敗

今
場
所
を
振
り
返
っ
て

（
白
鷹
山
の
コ
メ
ン
ト
）

　

幕
下
に
落
ち
た
大
阪
場
所
で
し

た
が
、
皆
さ
ま
の
応
援
の
お
か
げ

で
一
年
ぶ
り
の
勝
ち
越
し
と
な
り

ま
し
た
。
来
場
所
は
十
両
復
帰
の

場
所
と
な
り
ま
す
の
で
、
今
場
所

以
上
に
大
き
く
勝
ち
越
せ
る
よ
う
、

精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

白白
は

く

は

く

鷹鷹
よ

う

よ

う

山山
ざ

ん

ざ

ん

情
報
情
報

詳細はこちらから ▼

2026 年から自転車にも

青切符が適用されます！

あ
な
た
の
運
転
は

大
丈
夫
で
す
か
？

　令和８年４月１日より、道路交通法改正に伴

い、自転車にも「交通違反通告制度（いわいる

青切符）」が導入されます。

　16 歳以上の運転者に「青切符」を交付し、

裁判などの刑事手続きに替えて、反則金の納付

によって違反処理する制度です。

　自転車の交通違反通告制度（青切符）や交通

ルールに関する詳細は、二次元コードでご確認

ください。

白
鷹
山
交
流
会
を
開
催
！

●
い
つ　

４
月
26
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

●
ど
こ
で　

中
央
公
民
館　
　

　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

どなたでも
参加OK！
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［ 中央公民館展示案内 ］

●予約受付日　日曜～金曜日（丸印の日）

※利用する際は、前日までご予約ください。ただし、

　当日 13 ： 00 以降の便を利用する場合は、当日

　9：00～ 11：00 まで予約すれば利用可能です。

●受付時間　9 ： 00～ 17 ： 00

日 月 火 水 木 金 土

① ２

３ ４ ５ ⑥ ⑦ ⑧ ９

⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ 16

⑰ ⑱ ⑲ ⑳ ㉑ ㉒ 23

㉔ ㉕ ㉖ ㉗ ㉘ ㉙ 30

㉛

デマンドタクシー
運行・予約受付カレンダー

５月

デマンドタクシー予約センター　☎ 85-0365

《書道コーナー》
　【期間】4 月１日から 5 月 31 日まで

　　　奥山　玉舟 さん（荒砥）

　　　梅津　向希 さん（萩野）

　　　竹田　良苑 さん（東根）

３ 月 の「町長交際費」と「町長の主な動静」 問  総務課総務係　☎85-6120

１階町民ラウンジで
展示しています。
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３
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８
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日
）

各
種
大
会
等
の
結
果

《遠藤誠一写真展》
　【期間】4 月 18 日から 5 月 2 日まで

●町長交際費

３月の支出はありませんでした。

●主な動静

月　日 行　　事　　名

3月 23日 町長訓示

3月 25日

人事異動内示

西置賜行政組合議会管理者会議

西置賜行政組合議会定例会

月　日 行　　事　　名

3月 25日 （一財） 白鷹町アルカディア財団理事会

3月 28日 一般国道１２１号災害復旧工事竣工式

3月 30日 （一財） 白鷹町アルカディア財団評議員会

3月 31日 町職員退職者辞令交付式
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― 役場各課・係業務のごあんない ―

課　名 係　名 業　務　概　要 電話番号

本
庁
舎
１
階

町　民　課

戸籍年金係
戸籍の届け、住民票、印鑑登録、諸証明、国民年金、マイナンバーカードの申請・交付に

関すること
85-6129

国保医療係 国民健康保険、後期高齢者医療、福祉医療、しらたか元気っ子事業の医療費に関すること 85-6130

くらし環境係 ごみ、環境、斎場、犬の登録、生活相談、消費生活、交通安全、防犯に関すること 85-6131

税務出納課

町民税係
町税や国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料の賦課、軽自動車税（白鷹町

ナンバー）の登録・廃止に関すること
85-6132

資産税係 固定資産税、固定資産課税台帳、公図の整備保管に関すること 85-6133

収納係 町税および保険料などの収納管理や滞納処分に関すること 85-6106

出納係 町公金の支払い、受け取りに関すること 85-6134

農政課
農業振興係 農政の総合計画と農業振興対策、６次産業化、白鷹町農業再生協議会に関すること 85-6107

農村整備係 農地、農業用設備整備や日本型直接支払制度に関すること 85-6127

林政課
森林整備係 森林整備、林道の維持・管理、有害鳥獣に関すること 85-6125

林業振興係 森林・林業、木材産業の活性化に関すること 87-0218

農業委員会

事務局
農地調整係 農地法による許可申請や農業者年金、農業委員会の会議などに関すること 85-6128

建設課

管理係
工事などの入札および契約、町営住宅の管理、道路用地などの買収補償、地籍調査、道路

占用、法定外公共物に関すること
85-6140

土木係 道路、橋梁の新設改良に関すること 85-6142

維持係 道路、河川、水路の維持補修、除雪に関すること 85-1819

都市・住宅係 都市計画や都市公園の維持管理、空き家、住宅支援に関すること
85-6139
87-0784

上下水道課

業務係 上下水道事業の経理や財政計画、料金の納付、水道の開閉栓に関すること 85-6137

水道工務係 水道施設の維持管理、工事に関すること 85-6137

下水道工務係 下水道施設の維持管理、工事に関すること 85-6138

本
庁
舎
２
階

総務課

総務係 区長、町内長、文書配布、情報公開、個人情報保護、人事に関すること 85-6120

財政係 財政計画や予算の編成、管理に関すること 85-6124

防災管財係 消防、防災、財産の取得・管理に関すること 85-6122

選挙管理委員会事務局 選挙の管理や選挙啓発活動の推進に関すること 85-6120

企画政策課

企画調整係 町政運営の総合企画調整、フラワー長井線、デマンド交通に関すること 85-6123

コミュニティ推進係
コミュニティセンター、まちづくり助成事業、まちづくり出前講座、地域おこし協力隊、

集落支援員、移住推進に関すること
87-0830

デジタル推進室

情報係
行政のデジタル化の推進、情報システム、広報広聴、各種統計に関すること 85-6121

商工観光課

商工振興係 商工業の振興、関係団体の支援、労働・雇用対策、新産業団地整備に関すること 87-0696

観光交流係
観光振興、誘客・交流の推進、物産振興、観光関係団体の支援、ふるさと応援制度、紅花

振興に関すること
85-6126

議会事務局 議事係 議会の本会議の議事や委員会に関すること 85-6135

教育委員会

学校教育係 学校教育、学校施設管理、教育相談に関すること 85-6144

生涯学習・文化振興係 生涯学習・芸術文化の振興、文化財保護に関すること 85-6146

中央公民館庶務係 中央公民館に関すること 85-6143

生涯スポーツ係 生涯スポーツの推進、スポーツ施設管理に関すること 85-6147

学校給食共同調理場管理係 学校給食に関すること 85-6144

健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー

健康福祉課

福祉係 障がい者（児）福祉に関すること 86-0111

こども家庭センター係 子育て家庭支援、母子保健、児童手当、保育園・こども園に関すること 86-0212

地域生活支援係
介護保険、障がい者その他総合相談※、高齢者福祉推進、民生委員・児童委員に関すること

※高齢者に関する総合相談は、地域包括支援センター（☎ 86-0112）まで
86-0213

健康推進係 健康づくり、各種検診、予防接種、婚活支援に関すること 86-0210

病
院

町立病院 入院、外来、在宅、救急、人間ドック、各種検診、予防接種など 85-2155
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実
行
委
員
会

代
表 

加
藤

☎
０
９
０

－

４
０
４
６

－

０
８
９
６

　 

し
ら
た
か
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｙ

　 

見
学
会
の
お
知
ら
せ

●
い
つ　

４
月
27
日
（
月
）、
５
月

13
日
（
水
）

●
時
間　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30

分●
対
象　

障
が
い
が
あ
る
方
・
ま
た

そ
の
ご
家
族
の
方

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
共
通
事
項
》

●
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

●
募
集
期
間　

４
月
15
日
（
水
）
～

４
月
28
日
（
火
）
午
後
５
時
ま
で

※
土
・
日
を
除
く
。

●
入
居
者
の
決
定　

５
月
下
旬

●
入
居
可
能
時
期　

６
月
上
旬

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

建
設
課
管
理
係　

☎
85

－
６
１
４
０

　
　
　 

不
登
校
親
の
会
に

　
　
　 

来
て
み
ま
せ
ん
か

　

不
登
校
や
学
校
へ
の
行
き
づ
ら
さ

を
抱
え
て
い
る
子
ど
も
の
保
護
者
の

集
ま
り
で
す
。
毎
月
第
２
土
曜
日
の

夜
に
当
事
者
の
語
り
合
い
の
場
を
開

い
て
い
ま
す
。
お
し
ゃ
べ
り
の
中
で

お
互
い
の
悩
み
や
不
安
を
共
有
し
、

終
わ
っ
た
時
に
ち
ょ
っ
と
気
が
楽
に

な
る
よ
う
な
場
に
し
た
い
と
続
け
て

い
ま
す
。
ま
ず
は
メ
ー
ル
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
い
つ　

５
月
９
日（
土
）　

午
後
６

時
～
午
後
８
時

●
ど
こ
で　

白
鷹
町
中
央
公
民
館
会

　

  nformation
　　　　　インフォメーション

情報アラカルト

白鷹町役場　☎８５- ２１１１
　

　
子
育
て
支
援
住
宅
・
町
営
住
宅

　
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

《
子
育
て
支
援
住
宅
》

●
所
在
地　

白
鷹
町
大
字
鮎
貝
７
３

４
１
番
地

●
募
集
戸
数　

１
戸
（
町
外
在
住
者
用
）

●
住
宅
形
式　

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

●
家
賃　

３
万
５
０
０
０
円
（
３
子

以
上
を
扶
養
す
る
世
帯
は
３
万
円
）

●
入
居
資
格　

次
の
条
件
の
す
べ
て

を
満
た
す
こ
と

①
小
学
校
就
学
前
の
お
子
さ
ん
が
１

人
以
上
い
る
夫
婦
世
帯
で
あ
る
こ
と

②
公
営
住
宅
法
で
定
め
る
基
準
に
準

じ
、
世
帯
の
収
入
が
31
万
３
０
０
０

円
を
超
え
な
い
こ
と　

な
ど

●
期
限
付
入
所　

一
番
下
の
お
子
さ

ん
が
小
学
校
を
卒
業
す
る
年
の
３
月

31
日
ま
で
入
居
で
き
ま
す
。

●
申
し
込
み
に
必
要
な
書
類

　

入
居
者
全
員
の
所
得
が
わ
か
る

書
類
（
源
泉
徴
収
票
の
写
し
な
ど
）、

住
民
票
謄
本
、
入
居
予
定
者
全
員
の

最
新
の
市
町
村
民
税
納
税
証
明
書

●
そ
の
他　

申
込
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

《
町
営
宝
前
町
住
宅
》

●
所
在
地　

白
鷹
町
大
字
十
王
５
５

０
２

－

１
４
ほ
か

●
募
集
戸
数　

２
戸

●
住
宅
形
式　

３
Ｄ
Ｋ

●
家
賃　

所
得
額
等
に
よ
り
月
額
１

万
５
０
０
０
円
～
３
万
２
０
０
円

●
入
居
資
格　

次
の
条
件
の
す
べ
て

を
満
た
す
こ
と

①
住
宅
困
窮
者
で
あ
る
こ
と

②
入
居
世
帯
の
収
入
が
公
営
住
宅
法

の
基
準
以
下
で
あ
る
こ
と

③
原
則
と
し
て
同
居
す
る
親
族
が
い

る
こ
と　

な
ど

●
申
し
込
み
に
必
要
な
書
類

　

入
居
者
全
員
の
所
得
が
わ
か
る

書
類
（
源
泉
徴
収
票
の
写
し
な
ど
）、

個
人
番
号
が
確
認
で
き
る
書
類
、
本

人
確
認
書
類
な
ど

●
内
容　

事
業
所
見
学
・
作
業
体
験

●
交
通
手
段　

当
日
、
白
鷹
町
役
場

と
事
業
所
間
の
送
迎
を
予
定
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

し
ら
た
か
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｙ

☎
87

－

１
５
１
２

※
平
日
午
後
５
時
ま
で

　
山
形
県
置
賜
地
域
通
訳
案
内
士

　
資
格
取
得
の
お
知
ら
せ

　

資
格
を
取
得
す
る
こ
と
で
、
地
域

の
欧
米
豪
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
促

進
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

本
資
格
の
取
得
に
は
、
全
９
回
か
ら

な
る
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
全
47
時

間
／
６
月
～
12
月
）
を
す
べ
て
受
講

し
、
修
了
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

●
応
募
条
件　

TOEIC

７
３
０
点
以

上
、
ま
た
は
実
用
英
語
技
能
検
定
準

１
級
以
上
に
相
当
す
る
英
語
能
力

●
応
募
要
件　

資
格
取
得
後
、
長
井

市
、
南
陽
市
、
白
鷹
町
、
飯
豊
町
、

小
国
町
の
ガ
イ
ド
案
内
業
務
に
対
応

で
き
る
方

●
受
講
料　

無
料

●
募
集
人
数　

若
干
名

●
申
込
期
間　

５
月
７
日
（
木
）
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正
午
時
ま
で

●
申
込
方
法　

指
定
の
参
加
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
長
井
市

観
光
文
化
交
流
課
の
窓
口
へ
持
参

【
問
い
合
わ
せ
】

 

（
一
社
）
や
ま
が
た
ア
ル
カ
デ
ィ
ア

観
光
局 

☎
０
２
３
８

－

88

－

１
８
３
１

   

「
学
用
品
お
ゆ
ず
り
会
」
の

　

 

学
用
品
を
集
め
ま
す

　

「
学
用
品
お
ゆ
ず
り
会
」
は
、
今

年
度
初
め
て
白
鷹
中
学
校
母
親
委
員

会
で
取
り
組
む
リ
ユ
ー
ス
イ
ベ
ン
ト

で
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
み
ん
な
で
エ
コ

の
輪
を
繋
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

●
対
象
品　

①
制
服
②
運
動
着
③
ワ

イ
シ
ャ
ツ
④
学
生
カ
バ
ン

※
い
ず
れ
も
白
鷹
中
指
定
の
用
品

●
回
収
日
時

①
４
月
25
日
（
土
）
正
午
～
午
後
1
時
、

午
後
３
時
～
４
時
30
分

②
５
月
10
日（
日
） 

午
前
10
時
～
正
午

③
５
月
11
日
（
月
）
～
５
月
15
日
（
金
）

午
前
10
時
～
午
後
５
時

●
回
収
場
所　

白
鷹
中
学
校　

社
教

用
玄
関
付
近

※
回
収
時
に
「
裾
に
ほ
つ
れ
あ
り
」

等
の
お
譲
り
品
の
特
徴
を
記
入
し
、

担
当
の
者
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。
そ

の
際
、
検
品
に
よ
り
お
譲
り
品
を
お

預
か
り
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

白
鷹
中
学
校
母
親
委
員
会

☎
85

－

５
５
３
１

 

令
和
８
年
度
農
業
経
営
実
践
講
座

　

農
業
を
新
し
く
始
め
た
方
や
、
さ

ら
な
る
技
術
取
得
等
を
目
指
す
農
業

者
の
方
を
対
象
に
、
講
座
を
開
講
し

ま
す
。

●
開
講
講
座　

①
作
物
栽
培
講
座
②

さ
く
ら
ん
ぼ
栽
培
講
座
③
な
す
「
Ｎ

１
号
」
栽
培
講
座
④
り
ん
ど
う
講
座

⑤
乳
用
牛
お
よ
び
肉
用
牛
の
飼
養
管

理
⑥
農
業
簿
記
講
座
⑦
農
産
加
工
基

礎
講
座

●
受
講
料　

無
料
（
教
材
費
等
実
費

負
担
の
場
合
あ
り
）

●
申
込
期
限　

随
時
受
付
中

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

置
賜
総
合
支
庁
西
置
賜
農
業
技
術
普
及
課

☎
０
２
３
８

－

88

－

８
２
１
４

　
　

 

ひ
と
り
親
家
庭
交
流
会

●
い
つ　

５
月
31
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
ど
こ
で　

リ
ナ
ワ
ー
ル
ド

●
対
象　

県
内
の
ひ
と
り
親
家
庭
60

世
帯
（
中
学
３
年
生
ま
で
の
お
子
さ

ん
が
い
る
世
帯
）

●
参
加
費　

子
ど
も
…
１
７
０
０
円

　
　
　
　
　

大
人
…
８
０
０
円

●
申
込
締
切　

４
月
20
日
（
月
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

山
形
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
事
務

局
・
加
藤
、
紅
葉

☎
０
２
３

－

６
３
３

－

０
９
６
２

 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
白
光
園

「
地
域
食
堂
」
の
開
催
に
つ
い
て

●
い
つ　

５
月
30
日
（
土
）

 

午
前
10
時
30
分
～
午
後
１
時

●
ど
こ
で　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

白
光
園　

地
域
交
流
棟

●
内
容　

Gk-walk

さ
ん
に
よ
る
演

奏
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の
振
る
舞
い

※
先
着
１
０
０
名
。
材
料
費
と
し
て

３
０
０
円
頂
戴
し
ま
す
。

※
事
前
に
お
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

お
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
当
日
は
マ
ス
ク
着
用
、
来
園
時
の

検
温
、
内
履
き
ご
持
参
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
白
光
園

☎
85

－
１
５
１
１　
　

[FA
X
]

85

－

１
５
１
３

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
所
定
の
様
式
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。
①
お
名
前
②
ご
住
所
③
電

話
番
号
④
参
加
さ
れ
る
人
数
（
ご
本

人
含
め
）
を
記
載
い
た
だ
き
、
ご
送

信
く
だ
さ
い
。

　
　

白
鷹
町
虚
空
蔵
尊
祭
礼
の

　
　

開
催
に
つ
い
て　

　

例
年
、
５
月
13
日
を
高
い
山
の
日

と
し
て
、
白
鷹
山
を
境
と
す
る
３
市

２
町
（
山
形
市
、
上
山
市
、
南
陽
市
、

山
辺
町
、
白
鷹
町
）
の
地
域
の
皆
さ

ま
が
山
頂
に
集
い
、
祭
礼
が
行
わ
れ

ま
す
。
皆
さ
ん
ご
参
拝
く
だ
さ
い
。

●
い
つ　

５
月
13
日
（
水
）

　

午
前
10
時
～

●
ど
こ
で　

白
鷹
山
山
頂

【
問
い
合
わ
せ
】

（
一
社
）
白
鷹
町
観
光
協
会

☎
86

－

０
０
８
６

　
　

 

三
ツ
瀧
不
動
尊
祭
礼
の

　
　

 

開
催
に
つ
い
て

　

眼
病
平
穏
、
火
盗
消
除
、
養
蚕
安

全
、
交
通
安
全
の
守
護
「
三
ツ
瀧
不

動
尊
」
祭
礼
が
行
わ
れ
ま
す
。
皆
さ

広 

告
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●窓口業務時間延長（19 ： 00まで）

毎週月曜日（祝日の場合は翌開庁日）

　　　
●弁護士相談

日時：13日（水）14 ： 10～ 16 ： 10

場所：老人福祉センター「八乙女荘」

※相談日の前々日17 ： 00までにご予約ください。

問い合わせ：白鷹町社会福祉協議会　☎86-0150

●婚活応援室

日時：毎週火曜日　13 ： 30～ 20 ： 00

会場：「K's space」（山口・喜多楼となり）

問い合わせ：健康福祉課こども家庭センター係　☎86-0212

●農業委員会

総会開催日：25日（月）11 ： 00～

受付締切日：8日（金）

問い合わせ：農業委員会農地調整係　☎85-6128

●山形県救急電話相談

小児救急（15歳未満）：

プッシュ回線・携帯電話＃8000 、ダイヤル回線・

IP 電話・PHS023-633-0299

大人の救急（15歳以上）：

プッシュ回線・携帯電話＃7119 、ダイヤル回線・

IP 電話・PHS023-633-0799

日時：毎日18 ： 00～翌朝８：00

 ５月 の窓口延長・相談日・開催日

ん
ご
参
拝
く
だ
さ
い
。

●
い
つ　

５
月
24
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～

●
ど
こ
で　

三
ツ
瀧
不
動
尊
境
内

【
問
い
合
わ
せ
】

（
一
社
）
白
鷹
町
観
光
協
会

☎
86

－

０
０
８
６

　

  

「
耳
な
し
芳
一
」
朗
読
劇

　

  

の
開
催
に
つ
い
て

　

高
畠
町
の
ひ
だ
ま
り
お
は
な
し
の

会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
朗
読
劇
で
す
。

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
い
つ　

５
月
24
日
（
日
）

　

午
前
10
時
よ
り
、
上
演
予
定
時
間

は
30
分
程
度

●
ど
こ
で　

白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー
あ
ゆ
ー
む

●
入
場
料　

無
料

●
主
催　

白
鷹
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

【
問
い
合
わ
せ
】

白
鷹
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
事
務
局

☎
85

－

２
１
０
１

　
　

 

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会

　

公
認
心
理
師
に
よ
る
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
話

す
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

荒砥駅内紅の里 SHOP ギャラリー企画展

【問い合わせ】（一社）白鷹町観光協会　☎86-0086

「松下敬二郎氏・大森祐介氏　二人展」
　白鷹町に縁のあるお二人のアクリル絵の具を中心
に書き上げた作品を展示します。
　松下氏は植物や生物、大森氏は人物を描かれた作
品をお借りしました。
　ぜひ、この機会にご覧ください。

期間：５月２日（土）～５月 24 日（日）

場所：荒砥駅内【紅の里 SHOP】ギャラリー

時間：10:00 ～ 16:00

●
い
つ　

５
月
12
日
（
火
）

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

（
お
ひ
と
り
1
時
間
程
度
）

●
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
定
員　

２
名

※
予
約
が
必
要
で
す
。
希
望
さ
れ
る

方
は
５
月
７
日
（
木
）
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

健
康
福
祉
課
健
康
推
進
係

☎
86

－

０
２
１
０

　

や
ま
が
た
縁
結
び
た
い
に
よ
る

　

結
婚
相
談
会

●
い
つ　

５
月
16
日
（
土
）

　

午
後
１
時
～
４
時
45
分
（
１
組
45

分
程
度
）

●
ど
こ
で　

や
ま
が
た
ハ
ッ
ピ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
置
賜
支
所

●
対
象　

結
婚
を
希
望
す
る
方
ま
た

は
そ
の
ご
家
族
（
予
約
制
）

●
内
容　

婚
活
の
仕
方
、
お
見
合
い

相
手
の
紹
介
な
ど
に
つ
い
て
の
個
別

相
談

●
費
用　

無
料

●
申
込
期
限　

開
催
前
の
水
曜
日

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

や
ま
が
た
ハ
ッ
ピ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー

☎
０
２
３

－

６
８
７

－

１
９
７
２

松
下
氏
の
作
品

大
森
氏
の
作
品
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表紙の写真

４月から小学校に入学する子が、通学路を歩

く練習をしている様子を撮影したもの。子ど

もの頃は、通学路がとても長い道のりのよう

な気がして、毎日が大冒険のように感じたも

のです。この道を歩きながら、これからたく

さんの出会いが待っていることでしょう。

編 集 後 記

Editorial Note

戸籍の窓 ３月１日～ 31日申出／戸籍の窓に載せたい方は、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。

𫝆　　きう（89） 箕和田

佐藤龍二郎（98） 高玉

岡部　吉次（76） 山口

佐藤　　敬（99） 横田尻

影山　正久（74） 高玉

橋本キミ子（92） 高玉

金田　亮子（97） 高玉

馬場　陽子（76） 鮎貝

青木　　勉（89） 鮎貝

五十公野春己（96） 大瀬

横山　洋子 (92） 荒砥乙

長谷部善實 (82） 高玉

●おくやみ●こんにちは赤ちゃん

●まちの人口

　（令和 8 年 3 月 31 日現在／ （　） は前月比）

 ・ 人口　11,921 人 （▲ 71）

　    　　 　　男性　5,936 人 （▲ 31）

 　  　　　　　女性　5,985 人 （▲ 40）

 ・ 世帯数　4,688 戸 （▲ 3）

※住民基本台帳に基づく人口です。

大内　　槙
まき 雄平

荒砥乙
紀子

新野　芽
め い

依
健太郎

広野
由紀子

梅津　陽
ひ い ろ

彩
諒

埼玉県
香穂

（　　　）

（　　　）

冨樫兵三郎 (88） 鮎貝

加藤　靜子 (93） 荒砥乙

伊勢亀克男 (49） 鮎貝

丸川　昭治 (87） 箕和田

江口　勝雄 (88） 鮎貝

山田久次郎 (85) 荒砥乙

青木　勝助 (92) 十王

菅原　末治 (81) 十王

後藤タカノ (93） 中山

沼澤　道子 (93） 浅立

衣袋　武雄 (96） 畔藤

中村　栄一 (75） 畔藤

▼春は別れと出会いの季節。今年は東根小学校と白鷹中

学校の卒業式にお伺いさせていただきました。実は６年

前、一度目の広報担当をしたときに東根小学校の入学式

で撮影した子どもたちが今回は卒業生となっており、ま

さか入学と卒業の両方に立ち会えることができました。

当時、表紙にも使わせてもらった写真と同じポーズをと

ってもらい、写真をパシャリ！みんな大きく成長したな

ぁと、おじさん感無量 ...（泣）。また、その時の写真を

見返しながら、「うまく写真が撮れるかな、失敗しないか

な」と当時、不安を抱えながら取材に行った記憶も思い

出しました。不安の多い毎日だけれど、『広報しらたか』

が完成して手元に届いたときは、ものすごく感動したっ

けなぁ～。今ではだいぶ慣れてきた編集作業ですけど、

初心を忘れず、町民の皆さんとたくさん関わりながらよ

り良い『広報しらたか』を今年度も作っていきます！引

き続き、どうぞよろしくお願いします。（いわさわ）

（　　　）
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広
報

し
ら

た
か

は
再

生
紙

を

使
用

し
て

い
ま

す
。

白
鷹
Ｆ
Ｃ
ホ
ー
ク
ス　

コ
ー
チ

橋は
し
も
と本　

一か
ず
ま馬

さ
ん
（
畔
藤
在
住
）

　

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
今
年
で
創

部
50
周
年
を
迎
え
る
白
鷹
Ｆ
Ｃ
ホ
ー
ク

ス
で
コ
ー
チ
を
務
め
る
橋
本
一
馬
さ
ん

で
す
。

　

橋
本
さ
ん
は
、
小
学
校
の
頃
に
サ
ッ

カ
ー
を
始
め
、
高
校
を
卒
業
し
た
後
も

サ
ッ
カ
ー
に
携
わ
り
た
い
と
思
い
、
自

身
の
出
身
チ
ー
ム
で
も
あ
る
白
鷹
Ｆ
Ｃ

ホ
ー
ク
ス
で
、
指
導
者
と
し
て
の
道
を

進
む
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
「
長
年

コ
ー
チ
と
し
て
携
わ
っ
て
き
て
、
現
役

の
時
と
は
ま
た
違
っ
た
や
り
が
い
も
増

え
ま
し
た
。
最
初
の
教
え
子
た
ち
が
社

会
人
に
な
り
、
今
で
も
付
き
合
い
が
あ

る
人
も
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
つ
な
が

り
は
と
て
も
嬉
し
い
で
す
ね
」
と
語
る

橋
本
さ
ん
。
現
在
は
、
主
に
小
学
校

１
・
２
年
生
の
子
ど
も
た
ち
を
担
当
し

て
お
り
、
小
学
校
低
学
年
な
ら
で
は
の

や
り
が
い
や
戸
惑
い
が
あ
る
そ
う
で
す
。

「
気
持
ち
の
切
替
が
難
し
い
の
が
小
学

校
低
学
年
で
あ
り
、
普
段
の
練
習
の
中

で
、
『
楽
し
い
と
遊
び
の
境
目
』
『
難

し
い
と
無
理
の
境
目
』
を
う
ま
く
調
整

で
き
な
い
時
が
多
々
あ
り
、
そ
の
た
び

に
自
分
の
指
導
ス
キ
ル
の
未
熟
さ
を
痛

感
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
今
何
を
す

る
時
間
な
の
か
を
理
解
し
て
も
ら
う
た

め
に
、
話
を
聞
く
時
間
や
練
習
す
る
時

間
な
ど
、
明
確
な
時
間
を
作
る
よ
う
に

心
が
け
て
い
ま
す
」
と
語
り
、
日
々
の

指
導
を
振
り
返
り
な
が
ら
指
導
方
法
の

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
「
私
た
ち
が
チ
ー
ム
コ
ン
セ
プ
ト

と
し
て
掲
げ
て
い
る
の
が
『
リ
ス
ペ
ク

ト
』
で
す
。
自
分
に
も
、
周
り
の
人
に

も
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
行
動
す
る

こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
幾
多
の

ス
ポ
ー
ツ
が
あ
る
中
で
、
サ
ッ
カ
ー
を

選
ん
で
く
れ
た
子
ど
も
た
ち
に
、
私
た

ち
も
感
謝
を
し
て
い
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー

だ
け
で
な
く
心
の
成
長
に
も
つ
な
が
る

よ
う
に
、
コ
ー
チ
一
同
こ
れ
か
ら
も
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
！
」
と
、
活
気
に
満

ち
溢
れ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
一
生
懸
命
練

習
に
励
む
子
ど
も
た
ち
の
姿
に
熱
い
視

線
を
送
り
な
が
ら
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
の
技
術
だ
け
で
な
く
、

　
　

心
の
成
長
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
―

この町で素敵な「未
ミライ

来」を描く方をご紹介します。
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